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こ
の
た
び
議
長
に
選
出
さ
れ
、
身
に
余
る

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
、
お
わ
び
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
誠
に
申
し
訳

な
く
悔
し
い
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
済
、
生
活
面
で
心
を

砕
い
て
い
る
さ
な
か
、
7
人
の
議
員
の
不
祥

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
町
民
に
驚
き
と
失

望
の
念
を
抱
か
せ
る
と
と
も
に
、
議
会
の
品

位
を
大
き
く
傷
つ
け
、
信
用
を
失
墜
さ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
、
慙
愧
に
堪

え
ま
せ
ん
。（
不
祥
事
の
詳
報
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

　
さ
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
抱
負
を
述
べ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
の
信
条
は
、
是
々
非
々
で
あ
り
、
町
当

局
の
追
認
機
関
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

基
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
万
一
、
町
の

政
策
が
間
違
っ
た
方
向
を
向
い
て
い
た
と

し
て
も
、
議
会
が
正
常
に
監
視
機
能
を
果

た
し
て
い
れ
ば
方
向
修
正
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
賛
否
は
各
議
員
の
判
断
で

行
う
の
は
基
本
中
の
基
本
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
事
業
が
町
民
に
と
っ

て
良
い
こ
と
な
の
か
必
要
な
こ
と
な
の
か
を

基
本
に
、
議
員
間
で
と
こ
と
ん
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
が
町
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
機
関
と
し
て
の
活
動
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
手
の
民
間
企
業
で
国
内
、
海
外
を
歩

い
た
経
験
を
活
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

と
技
術
屋
の
視
点
か
ら
、
常
に
古
い
殻
を
破

り
、
柔
軟
で
新
し
い
発
想
を
し
て
い
く
こ
と

を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
重
点
と
い
た
し
た
い
こ
と
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

１
、
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
不
偏
不

党
、
厳
正
公
平
を
貫
き
、
中
立
公
平
性

に
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
の
な
い
議

会
運
営
を
行
い
、
少
数
意
見
で
あ
っ
て

も
排
除
せ
ず
公
平
に
扱
い
、
お
か
し

い
こ
と
を
お
か
し
い
と
言
え
る
環
境

と
し
、
公
開
の
場
で
議
員
間
討
議
を

し
て
い
き
ま
す
。

２
、
本
来
倫
理
条
例
な
ど
制
定
し
な
く
と

も
よ
い
議
会
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
今

後
の
こ
と
も
あ
り
「
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
」
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、

議
員
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

３
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
、
議
会
で
の
議
論
を
効

率
よ
く
、
で
き
る
だ
け
資
料
や
画
面

を
用
い
、
分
か
り
易
く
す
る
こ
と
に
取

り
組
み
ま
す
。

４
、
開
か
れ
た
議
会
と
す
る
べ
く
、
議
会
だ

よ
り
を
含
め
、
情
報
公
開
の
充
実
、
改

革
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

５
、
変
化
を
先
取
り
で
き
る
議
員
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
、も
っ
と

も
っ
と
学
習
し
て
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、各
議
員
の
得
意
分
野
が
発
揮
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
今
回
の
不
祥
事
を
真
剣
に
受
け
止
め
、

人
間
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を
念
頭
に
お
い
て
、

議
会
人
と
し
て
の
品
位
、
品
格
を
守
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
襟
を
正
し
、
町
民
に
疑
念
を

抱
か
せ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
本
来
果
た

す
べ
き
使
命
を
し
っ
か
り
再
認
識
し
、
議
会

一
丸
と
な
っ
て
住
民
福
祉
の
向
上
と
明
る
く

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
、
信

頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
正
副
議
長
辞
職
、
前
田
議
員
の
辞
職
の

審
議
を
行
い
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
町

民
福
祉
の
向
上
や
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
な
ど
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
中
、
3
月
17
日
の
会
食
参
加
を
め
ぐ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
損
な
っ
た
こ

と
は
誠
に
遺
憾
で
す
。
こ
こ
に
第
7
回
臨
時

会
議
決
結
果
と
と
も
に
、
不
祥
事
の
経
過

を
含
め
て
謝
罪
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

町民の皆様へ
雫石町議会からの謝罪について

　令和３年４月22日付で、３月17日に議員５名がコロナ禍におけ
る飲酒を伴う会食をして新聞報道された件に関し、前田隆雄前議長
から、「議員に事情聴取したところ、会食があった事実を確認した。」
「当職から会食を行った議員に対して厳重に注意し、議員としての
自覚と倫理を重んじて行動するよう強く要請した。」との謝罪文書
を発出しておりました。
　ところが、９月16日の議員全員協議会において前議長が、同会食
には自身も参加し他の議員６名等、計 13 名での会食であったこと
を明らかにしたことから、先の謝罪文書は自身の参加はなかったよ
うな表現であり、極めて不適切なものであることが判明しました。
　このように自身の会食参加を隠蔽して嘘の謝罪文書を発出し、議
会を混乱させ町民に大変な迷惑をかけたとして、前議長は９月 21
日に議長職の辞任願を提出し、さらに９月 30 日の臨時会において
は、一連の責任を取り議員辞職をしました。
　坂下栄一副議長は、会食には参加していませんでしたが、議長を
十分に補佐しなかったとの指摘を受けて、責任を取り副議長を辞任
しております。
　よって、会食があった３月17日から６カ月を経て、真実が明らか
となりましたが、この間真実を明かさなかった岩持清美議員、横手
寿明議員、堂前義信議員、幅秀哉議員、坂井尚樹議員、金子一男議員
については、不適切な対応だったことを認め陳謝し、自ら始末書を
議長に提出したほか、役職に就いていた議員は責任を取り常任委員
会の委員長、副委員長を辞任しております。
　当議会としては町民から、「議長も会食に参加していたのではな
いか。」との疑念の声が聞かれたことから真実を明らかにすべく鋭
意取り組んでまいりましたが、確証を得ることができず長期化して
しまいました。深く反省するとともに、町民の皆さまの信頼を裏
切ってしまいましたことを謝罪いたします。
　今後は、議会議員政治倫理条例を制定するとともに、議員研修を
行うなどモラルアップを図りながら、町民の皆さまに疑念を抱かせ
ることのない議会とするよう一丸となって再出発し、より良いまち
づくりを目指し、適正な行政運営を確保するための監視と評価、政
策提言等に全力で取り組み、議会の信頼回復に努めてまいります。 

　令和３年10月28日
雫石町議会議長　加藤　眞純

い
か
ん

ざ
ん

ぜ

ぜ

ひ

ひ

き

　9
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
7
回
臨
時
会
に
お
い
て
、正
副
議
長
の

辞
職
に
伴
い
、議
長
に
加
藤
眞
純
議
員
を
、副
議
長
に
上
野
三
四
二
議

員
を
選
出
し
、新
た
な
体
制
で
始
動
し
ま
し
た
。

　新
た
に
、3
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選

任
し
、正
副
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。 議

長
就
任
あ
い
さ
つ

新
体
制
で
出
発

議
長・副
議
長 

新
た
に
選
出

第
7
回
臨
時
会

新
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
活
動
ス
タ
ー
ト
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、
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追
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、
議
会
が
正
常
に
監
視
機
能
を
果

た
し
て
い
れ
ば
方
向
修
正
で
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す
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議
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あ
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ま
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が
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に
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必
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な
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を

基
本
に
、
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間
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こ
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必
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が
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の
意
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を
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る
も
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と
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うな表現であり、極めて不適切なものであることが判明しました。
　このように自身の会食参加を隠蔽して嘘の謝罪文書を発出し、議
会を混乱させ町民に大変な迷惑をかけたとして、前議長は９月 21
日に議長職の辞任願を提出し、さらに９月 30 日の臨時会において
は、一連の責任を取り議員辞職をしました。
　坂下栄一副議長は、会食には参加していませんでしたが、議長を
十分に補佐しなかったとの指摘を受けて、責任を取り副議長を辞任
しております。
　よって、会食があった３月17日から６カ月を経て、真実が明らか
となりましたが、この間真実を明かさなかった岩持清美議員、横手
寿明議員、堂前義信議員、幅秀哉議員、坂井尚樹議員、金子一男議員
については、不適切な対応だったことを認め陳謝し、自ら始末書を
議長に提出したほか、役職に就いていた議員は責任を取り常任委員
会の委員長、副委員長を辞任しております。
　当議会としては町民から、「議長も会食に参加していたのではな
いか。」との疑念の声が聞かれたことから真実を明らかにすべく鋭
意取り組んでまいりましたが、確証を得ることができず長期化して
しまいました。深く反省するとともに、町民の皆さまの信頼を裏
切ってしまいましたことを謝罪いたします。
　今後は、議会議員政治倫理条例を制定するとともに、議員研修を
行うなどモラルアップを図りながら、町民の皆さまに疑念を抱かせ
ることのない議会とするよう一丸となって再出発し、より良いまち
づくりを目指し、適正な行政運営を確保するための監視と評価、政
策提言等に全力で取り組み、議会の信頼回復に努めてまいります。 

　令和３年10月28日
雫石町議会議長　加藤　眞純

い
か
ん

ざ
ん

ぜ

ぜ

ひ

ひ

き

　9
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
7
回
臨
時
会
に
お
い
て
、正
副
議
長
の

辞
職
に
伴
い
、議
長
に
加
藤
眞
純
議
員
を
、副
議
長
に
上
野
三
四
二
議

員
を
選
出
し
、新
た
な
体
制
で
始
動
し
ま
し
た
。

　新
た
に
、3
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選

任
し
、正
副
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。 議

長
就
任
あ
い
さ
つ

新
体
制
で
出
発

議
長・副
議
長 

新
た
に
選
出

第
7
回
臨
時
会

新
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
活
動
ス
タ
ー
ト

件　　　名
金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

前
田
隆
雄

議
決
結
果

議長の辞職の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ／−許
可

副議長の辞職の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ／ ○ ○ ○ ○ −○ 許
可

議員辞職の件 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ／ ○ ○ ○ ○ ○−許
可

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　／…採決に加わらない

令和３年第７回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧　会期：９月30日（木）
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広報広聴常任委員会って
どんなことをするところな
の？
議会のことを、町民に広くわ
かりやすくお知らせすることを
目的として本紙「しずくいし
議会だより」の編集、発行を
しています。
「しずくいし議会だより」は広
報クリニック（専門家に内容
や字句の使い方などを診断し
てもらうこと）で研さんする
など、より良い紙面づくりに
役立てるため研修や調査・提
言などを行っています。
また、町民の声を広く聴く目
的で、町民報告会・懇談会を
開催し議会活動に活かしてい
ます。

議会運営委員会ってど
んなことをするところな
の？
議会をスムーズに運営する
ための話し合いを行う委員
会です。
定例会の日程や本会議の
進行手順を話し合ったり、
議会に関するルール（会議
規則、委員会条例等）につ
いて審査・調査を行ってい
ます。

総務産業常任委員会
委 員 長　大村　昭東
副委員長　岡本　忠美
委　　員　坂下　栄一、西田　征洋、岩持　清美、
　　　　　幅　　秀哉、金子　一男

広報広聴常任委員会
委 員 長　古舘　謙護
副委員長　坂井　尚樹
委　　員　横手　寿明、幅　　秀哉、岡本　忠美、
　　　　　徳田　幸男、金子　一男

議会運営委員会
委 員 長　杉澤　敏明
副委員長　西田　征洋
委　　員　大村　昭東、岩持　清美、堂前　義信、古舘　謙護、徳田　幸男 教育民生常任委員会

委 員 長　堂前　義信
副委員長　徳田　幸男
委　　員　上野　三四二、杉澤　敏明、横手　寿明、
　　　　　古舘　謙護、坂井　尚樹

共通で行っていること
　常任委員会は、本会議で付託
（物事の処置などを任せること）さ
れた議案・請願などを審査するほ
か、所管する町政の諸課題につい
て調査を行っています。

教育民生常任委員会っ
てどんなことをするとこ
ろなの？
教育、文化、社会福祉、子
育て、介護、健康、保健
衛生、医療、地域づくり等
に関することについて、よ
り良い暮らしができるよう
調査・提言などを行ってい
ます。

Q A＆

議会の常任委員会ってなに？

№１教えて、
議会のこと！

特 集

　今回は現在進めている議会改革の
一環として、議会のことをもっと知っ
てもらうための特集です。議会には
【総務産業】【教育民生】【広報広聴】の
3常任委員会があり、議員は必ず1つ
以上の常任委員会に所属する事に
なっています。議員の任期は4年です
が委員の任期は2年となっており、こ
のほど改選が行われました。各委員会
がどんなことをするのか、議会運営委
員会と併せて紹介します。

Q

A

総務産業常任委員会ってどんなことをすると
ころなの？
道路・水道・防災など安心安全に住めるまちづくり
を目指し、生活に必要なことや農業・商業・観光
業など「笑顔で稼ぐまちづくり」を目指し、産業に
必要な事柄などの調査・提言などを行っています。

Q A＆
Q
A

Q A＆
Q

A

Q A＆
Q

A
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広報広聴常任委員会って
どんなことをするところな
の？
議会のことを、町民に広くわ
かりやすくお知らせすることを
目的として本紙「しずくいし
議会だより」の編集、発行を
しています。
「しずくいし議会だより」は広
報クリニック（専門家に内容
や字句の使い方などを診断し
てもらうこと）で研さんする
など、より良い紙面づくりに
役立てるため研修や調査・提
言などを行っています。
また、町民の声を広く聴く目
的で、町民報告会・懇談会を
開催し議会活動に活かしてい
ます。

議会運営委員会ってど
んなことをするところな
の？
議会をスムーズに運営する
ための話し合いを行う委員
会です。
定例会の日程や本会議の
進行手順を話し合ったり、
議会に関するルール（会議
規則、委員会条例等）につ
いて審査・調査を行ってい
ます。

総務産業常任委員会
委 員 長　大村　昭東
副委員長　岡本　忠美
委　　員　坂下　栄一、西田　征洋、岩持　清美、
　　　　　幅　　秀哉、金子　一男

広報広聴常任委員会
委 員 長　古舘　謙護
副委員長　坂井　尚樹
委　　員　横手　寿明、幅　　秀哉、岡本　忠美、
　　　　　徳田　幸男、金子　一男

議会運営委員会
委 員 長　杉澤　敏明
副委員長　西田　征洋
委　　員　大村　昭東、岩持　清美、堂前　義信、古舘　謙護、徳田　幸男 教育民生常任委員会

委 員 長　堂前　義信
副委員長　徳田　幸男
委　　員　上野　三四二、杉澤　敏明、横手　寿明、
　　　　　古舘　謙護、坂井　尚樹

共通で行っていること
　常任委員会は、本会議で付託
（物事の処置などを任せること）さ
れた議案・請願などを審査するほ
か、所管する町政の諸課題につい
て調査を行っています。

教育民生常任委員会っ
てどんなことをするとこ
ろなの？
教育、文化、社会福祉、子
育て、介護、健康、保健
衛生、医療、地域づくり等
に関することについて、よ
り良い暮らしができるよう
調査・提言などを行ってい
ます。

Q A＆

議会の常任委員会ってなに？

№１教えて、
議会のこと！

特 集

　今回は現在進めている議会改革の
一環として、議会のことをもっと知っ
てもらうための特集です。議会には
【総務産業】【教育民生】【広報広聴】の
3常任委員会があり、議員は必ず1つ
以上の常任委員会に所属する事に
なっています。議員の任期は4年です
が委員の任期は2年となっており、こ
のほど改選が行われました。各委員会
がどんなことをするのか、議会運営委
員会と併せて紹介します。

Q

A

総務産業常任委員会ってどんなことをすると
ころなの？
道路・水道・防災など安心安全に住めるまちづくり
を目指し、生活に必要なことや農業・商業・観光
業など「笑顔で稼ぐまちづくり」を目指し、産業に
必要な事柄などの調査・提言などを行っています。

Q A＆
Q
A

Q A＆
Q

A

Q A＆
Q

A
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令
和
3
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日

か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
報
告
1
件
、
条
例
の

一
部
改
正
及
び
廃
止
５
件
、
補
正
予
算
6

件
、
認
定
10
件
、
議
員
発
議
1
件
、
そ
の

他
1
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
大
村
昭

東
、
副
委
員
長
：
岡
本
忠
美
）
は
、
令
和

2
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
ほ
か

9
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
、
す
べ
て
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
産
業
、
教
育

な
ど
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

○
ほ
場
整
備
推
進
事
業
費
補
助
金
　
１
５
０
万
円

　
現
在
進
め
て
い
る
ほ
場
整
備
推
進
事
業
を
今
後
さ
ら
に
促
進
、
拡
張
す
る
た
め
の

支
援
強
化
と
し
て
、
技
術
者
の
人
件
費
を
町
で
2
分
の
1
補
助
す
る
も
の
。

○
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光
研
究
調
査
業
務
委
託
料
　
１
１
０
万
円

　
町
の
今
あ
る
観
光
資
源
の
調
査
や
各
種
観
光
事
業
者
へ
聞
き
取
り
調
査
し
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
調
査
書
を
作
成
す
る
費
用
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
事
業

　
個
別
予
防
接
種
委
託
料
　
１
千
８
２
３
万
８
千
円

　
現
在
実
施
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
町
内
医
療
機
関
で
の
接
種
委
託
料
に
対

し
、
国
か
ら
接
種
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
た
め
、
休
日
・
時
間
外
で
の
接
種
単
価
を
上
乗

せ
す
る
費
用
。

○
い
わ
て
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
負
担
金
　
１
千
２
０
０
万
円

　
今
年
度
開
催
さ
れ
る
「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」
に
対
し
、
実
行
委
員
会
の
各
部
会
並
び

に
総
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
、
町
の
負
担
金
。

令和3年度補正予算
（一般会計及び特別会計）

会計名 補正後予算額
（補正予算額）

一般会計（第3号） 105億4,479万3千円
（3億3,201万円）

簡易水道事業
特別会計（第1号）

1,645万5千円
（94万7千円）

介護保険事業勘定
特別会計（第2号）

20億3,810万1千円
（5,684万5千円）

町立雫石診療所
特別会計（第1号）

4億600万6千円
（2,660万7千円）

主
な
も
の

【
大
村
議
員
】
ほ
場
整
備
推
進
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

【
農
林
課
長
】
現
在
、
籬
野
地
区
の
事
業

立
ち
上
げ
に
向
け
て
雫
石
町
土
地
改
良

区
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
さ
ら
に

事
業
の
支
援
強
化
と
し
て
、
技
術
者
の
人
件
費

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
徳
田
議
員
】
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光

研
究
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
自

然
豊
か
な
本
町
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
資
源
と
し

て
活
用
す
れ
ば
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
経

済
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。
こ
の
調

査
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
今
あ
る
観
光
資
源

の
調
査
と
各
種
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
、
調
査
書
の
作
成
を
委
託
す
る

も
の
。【

上
野
議
員
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
個
別
予
防
接
種
委
託
料
が

約
１
千
８
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
容
は
。

【
健
康
子

育
て
課

長
】
現
在
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
委

託
料
の
単
価
が

２
０
７
０
円
で

あ
っ
た
が
、
国

か
ら
接
種
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ

る
よ
う
、
休
日

　
一
般
会
計
で
は
地
方
債
残
高
は
ご
く
少

額
減
少
す
る
が
、
次
年
度
以
降
も
減
少
す

る
保
証
は
な
い
。
ま
た
、
現
在
も
続
く
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
は
損
害
額
の
確
定
も
で
き

な
い
ま
ま
補
助
を
進
め
て
お
り
、
本
当
に
的

を
射
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
不
明
で
あ

る
。
町
有
地
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
問
題
に
つ
い

て
も
こ
の
ま
ま
解
決
に
進
む
の
か
、
疑
問
で

あ
る
。

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
と
も
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
歳
入
に
お
け
る
町
債
発
行
額
が

昨
年
度
よ
り
約
３
億
９
千
万
円
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
過
去
最
高

に
な
る
な
ど
自
主
財
源
確
保
に
努
め
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
運
営
の
中
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
推
進

は
も
と
よ
り
、
商
工
観
光
業
、
農
林
業
の
支

援
対
策
を
行
い
、
昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
設

接
種
や
時
間
外
接
種
で
の
単
価
が
上
乗
せ
さ

れ
た
の
で
、
そ
の
上
乗
せ
分
で
あ
る
。

雫
石
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正

認
可
地
縁
団
体
が
町
に
対
し
て
行
う
印

鑑
登
録
に
か
か
る
手
続
き
（
登
録
、
廃
止
、

印
鑑
の
亡
失
）
に
お
い
て
、
申
請
者
個
人
の

印
鑑
の
押
印
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
添

付
を
不
要
と
す
る
。

雫
石
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価
額
）

に
不
服
が
あ
る
場
合
に
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
対
し
て
提
出
す
る
、「
固
定
資

産
評
価
審
査
申
出
書
」
及
び
審
査
申
出
人

が
希
望
し
た
場
合
に
提
出
で
き
る
「
意
見
の

口
述
書
」
へ
の
押
印
を
不
要
と
す
る
。

雫
石
町
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
廃
止

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
改

正
に
よ
り
、
岩
手
県
産
業
再
生
復
興
推
進

計
画
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
条

例
を
廃
止
す
る
。

　
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
は
法
改

定
の
た
び
に
保
険
料
が
上
げ
ら
れ
、
家
族

介
護
の
解
消
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
改
善
が
必

要
と
考
え
る
。

計
、
防
災
行
政
無
線
整
備
、
小
中
学
校
へ
の

生
徒
1
人
1
台
学
習
用
端
末
整
備
な
ど
、

大
い
に
評
価
で
き
る
。（
他
に
、
加
藤
眞
純

議
員
が
賛
成
討
論
し
ま
し
た
。）

9月定例会のあらまし

令和2年度
一般会計歳入
歳出決算ほか
9会計を認定

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

ふ
る
さ
と
雫
石
応
援
基
金
積
立
金
な
ど
を
含
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

こ
こ
が
変
わ
る

QAQA QA 主
な
質
疑

討
論
要
旨

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、

損
害
額
が
確
定
で
き

な
い
ま
ま

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

ふ
る
さ
と
納
税
額
が

過
去
最
高

賛
成

【
岡
本
忠
美
議
員
】

順調に進むワクチン接種
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令
和
3
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
1
日

か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
報
告
1
件
、
条
例
の

一
部
改
正
及
び
廃
止
５
件
、
補
正
予
算
6

件
、
認
定
10
件
、
議
員
発
議
1
件
、
そ
の

他
1
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
：
大
村
昭

東
、
副
委
員
長
：
岡
本
忠
美
）
は
、
令
和

2
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
ほ
か

9
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
、
す
べ
て
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
11
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
産
業
、
教
育

な
ど
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

○
ほ
場
整
備
推
進
事
業
費
補
助
金
　
１
５
０
万
円

　
現
在
進
め
て
い
る
ほ
場
整
備
推
進
事
業
を
今
後
さ
ら
に
促
進
、
拡
張
す
る
た
め
の

支
援
強
化
と
し
て
、
技
術
者
の
人
件
費
を
町
で
2
分
の
1
補
助
す
る
も
の
。

○
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光
研
究
調
査
業
務
委
託
料
　
１
１
０
万
円

　
町
の
今
あ
る
観
光
資
源
の
調
査
や
各
種
観
光
事
業
者
へ
聞
き
取
り
調
査
し
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
た
調
査
書
を
作
成
す
る
費
用
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
事
業

　
個
別
予
防
接
種
委
託
料
　
１
千
８
２
３
万
８
千
円

　
現
在
実
施
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
町
内
医
療
機
関
で
の
接
種
委
託
料
に
対

し
、
国
か
ら
接
種
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
た
め
、
休
日
・
時
間
外
で
の
接
種
単
価
を
上
乗

せ
す
る
費
用
。

○
い
わ
て
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
負
担
金
　
１
千
２
０
０
万
円

　
今
年
度
開
催
さ
れ
る
「
い
わ
て
雪
ま
つ
り
」
に
対
し
、
実
行
委
員
会
の
各
部
会
並
び

に
総
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
、
町
の
負
担
金
。

令和3年度補正予算
（一般会計及び特別会計）

会計名 補正後予算額
（補正予算額）

一般会計（第3号） 105億4,479万3千円
（3億3,201万円）

簡易水道事業
特別会計（第1号）

1,645万5千円
（94万7千円）

介護保険事業勘定
特別会計（第2号）

20億3,810万1千円
（5,684万5千円）

町立雫石診療所
特別会計（第1号）

4億600万6千円
（2,660万7千円）

主
な
も
の

【
大
村
議
員
】
ほ
場
整
備
推
進
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

【
農
林
課
長
】
現
在
、
籬
野
地
区
の
事
業

立
ち
上
げ
に
向
け
て
雫
石
町
土
地
改
良

区
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
さ
ら
に

事
業
の
支
援
強
化
と
し
て
、
技
術
者
の
人
件
費

を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
徳
田
議
員
】
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
観
光

研
究
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
自

然
豊
か
な
本
町
は
ア
ウ
ト
ド
ア
を
資
源
と
し

て
活
用
す
れ
ば
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
経

済
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。
こ
の
調

査
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
今
あ
る
観
光
資
源

の
調
査
と
各
種
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
、
調
査
書
の
作
成
を
委
託
す
る

も
の
。【

上
野
議
員
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
個
別
予
防
接
種
委
託
料
が

約
１
千
８
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
容
は
。

【
健
康
子

育
て
課

長
】
現
在
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
委

託
料
の
単
価
が

２
０
７
０
円
で

あ
っ
た
が
、
国

か
ら
接
種
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ

る
よ
う
、
休
日

　
一
般
会
計
で
は
地
方
債
残
高
は
ご
く
少

額
減
少
す
る
が
、
次
年
度
以
降
も
減
少
す

る
保
証
は
な
い
。
ま
た
、
現
在
も
続
く
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
は
損
害
額
の
確
定
も
で
き

な
い
ま
ま
補
助
を
進
め
て
お
り
、
本
当
に
的

を
射
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
不
明
で
あ

る
。
町
有
地
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
問
題
に
つ
い

て
も
こ
の
ま
ま
解
決
に
進
む
の
か
、
疑
問
で

あ
る
。

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
と
も
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
歳
入
に
お
け
る
町
債
発
行
額
が

昨
年
度
よ
り
約
３
億
９
千
万
円
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
過
去
最
高

に
な
る
な
ど
自
主
財
源
確
保
に
努
め
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し

い
財
政
運
営
の
中
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
推
進

は
も
と
よ
り
、
商
工
観
光
業
、
農
林
業
の
支

援
対
策
を
行
い
、
昇
瀬
橋
の
架
け
替
え
設

接
種
や
時
間
外
接
種
で
の
単
価
が
上
乗
せ
さ

れ
た
の
で
、
そ
の
上
乗
せ
分
で
あ
る
。

雫
石
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正

認
可
地
縁
団
体
が
町
に
対
し
て
行
う
印

鑑
登
録
に
か
か
る
手
続
き
（
登
録
、
廃
止
、

印
鑑
の
亡
失
）
に
お
い
て
、
申
請
者
個
人
の

印
鑑
の
押
印
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
添

付
を
不
要
と
す
る
。

雫
石
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価
額
）

に
不
服
が
あ
る
場
合
に
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
対
し
て
提
出
す
る
、「
固
定
資

産
評
価
審
査
申
出
書
」
及
び
審
査
申
出
人

が
希
望
し
た
場
合
に
提
出
で
き
る
「
意
見
の

口
述
書
」
へ
の
押
印
を
不
要
と
す
る
。

雫
石
町
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
廃
止

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
改

正
に
よ
り
、
岩
手
県
産
業
再
生
復
興
推
進

計
画
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
条

例
を
廃
止
す
る
。

　
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
は
法
改

定
の
た
び
に
保
険
料
が
上
げ
ら
れ
、
家
族

介
護
の
解
消
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
改
善
が
必

要
と
考
え
る
。

計
、
防
災
行
政
無
線
整
備
、
小
中
学
校
へ
の

生
徒
1
人
1
台
学
習
用
端
末
整
備
な
ど
、

大
い
に
評
価
で
き
る
。（
他
に
、
加
藤
眞
純

議
員
が
賛
成
討
論
し
ま
し
た
。）

9月定例会のあらまし

令和2年度
一般会計歳入
歳出決算ほか
9会計を認定

小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

ふ
る
さ
と
雫
石
応
援
基
金
積
立
金
な
ど
を
含
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

こ
こ
が
変
わ
る

QAQA QA 主
な
質
疑

討
論
要
旨

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、

損
害
額
が
確
定
で
き

な
い
ま
ま

反
対

【
西
田
征
洋
議
員
】

ふ
る
さ
と
納
税
額
が

過
去
最
高

賛
成

【
岡
本
忠
美
議
員
】

順調に進むワクチン接種
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令
和
２
年
度
決
算
を
認
定

　
令
和
2
年
度
決
算
特
別
委
員
会
（
大
村
昭
東
委
員
長
、
岡
本

忠
美
副
委
員
長
）
は
令
和
3
年
9
月
13
日
か
ら
3
日
間
で
行
わ

れ
、
一
般
会
計
他
9
会
計
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
雫
石
町
第
三
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
施

策
大
綱
ご
と
に
各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
重
点
事
業
等
へ
の
主
な

質
疑
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

【
岩
持
委
員
】　
雫
石
の
教
育

の
底
上
げ
の
た
め
に
子
育
ち

寺
子
屋
事
業
を
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
進
め
て
行
く
の

か
。

【
教
育
長
】
こ
の
事

業
を
通
し
て
、
学
習

意
欲
や
生
活
意
欲
を
し
っ

か
り
持
た
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
自

分
の
学
習
の
姿
勢
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

【
幅
委
員
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
※

は
ど
ん
ど
ん
進
化
し

て
い
る
。
毎
年
専
門
家
を
呼

ん
で
先
生
も
生
徒
も
学
習

し
指
導
す
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】
毎
年
講

習
会
を
小
学
校
で
も

中
学
校
で
も
実
施
し
て
い

る
。
特
に
中
学
校
は
講
師
を

呼
べ
な
い
場
合
に
は
、
技

術
の
先
生
あ
る
い
は
担
任

の
先
生
か
ら
子
ど
も
た
ち

【
岩
持
委
員
】　
民
生
委
員
・

児
童
委
員
指
揮
監
督
権
限
事

務
処
理
交
付
金
は
役
場
も
し
く
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
で

行
っ
て
い
る
か
。

【
総
合
福
祉
課

長
】
交
付
金
は

町
の
歳
入
と
な
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
が
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
運

営
を
担
っ
て
い
る
民
生

委
員
の
指
導
に
関
し
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
一
緒
に
対
応
し
て
い

る
。

【
古
舘
委
員
】

に
じ
い
ろ
保
育

園
を
開
設
し
た
が
、
現

在
の
待
機
児
童
数
は
。

【
子
ど
も
子
育

て
支
援
室
長
】

令
和
３
年
８
月
１
日
現

在
、
保
育
所
の
待
機
児

童
は
、
４
名
と
な
っ
て

へ
の
指
導
を
毎
年
繰
り
返
し
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
行
く
。

い
る
。【

徳
田
委
員
】
県
は
自
殺
死

亡
率
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
、

【
徳
田
委
員
】
い
じ
め
に
関

し
て
保
護
者
等
か
ら
い
ろ
い

ろ
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
思
う
が
、

不
誠
実
な
姿
勢
や
隠
蔽
が
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
と
し
た
透
明
性
の
あ
る

シ
ス
テ
ム
を
講
じ
て
は
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
に
関
し

て
つ
ら
い
、
苦
し
い
思
い
を

子
ど
も
と
同
時
に
親
も
一
緒
に
受
け

て
い
る
の
で
、
親
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
聞
く
体
制
を
作
っ
て
い
き
、
教

育
委
員
会
も
学
校
も
同
等
で
あ
る
と

い
う
認
識
で
進
め
て
い
く
。

【
横
手
委
員
】
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
地
域
の
方
も
学
校
に

行
っ
て
様
子
を
見
た
り
で
き
な
い
状

況
な
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実

さ
せ
て
は
。

【
教
育
長
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
い
、
保
護
者
の
方
、

地
域
の
方
々
が
様
々
な
情
報
を
収
集

で
き
る
の
で
ど
ん
ど
ん
保
護
者
、
地

域
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い

く
。

学
び
を
通
し
て

生
き
が
い
を
感
じ
る
ま
ち《
教
育
》

い
き
い
き
と 

と
も
に
幸
せ
を

感
じ
る
ま
ち《
保
健・医
療・福
祉
》

答

答

答答

答

答

教

保

教

保

保

教教
参加者が多かった子育ち寺子屋事業

待機児童解消の一翼を担うにじいろ保育園
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【
坂
井
委
員
】
令
和
２
年
度

の
イ
ク
ボ
ス
※
宣
言
を
行
っ

た
企
業
は
何
社
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
宣
言
企

業
は
な
か
っ
た
。
男
性
の
育

児
参
画
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
企
業
の
管
理
職
等
に
働
き
か
け

宣
言
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
む
。

【
岩
持
委
員
】
鳥
獣
被
害
対

策
に
係
る
電
気
柵
設
置
事
業

補
助
金
の
見
直
し
は
。

【
農
林
課
長
】
町
内
で

最
大
37 

ha
規
模
の
電

気
柵
設
置
も
実
施
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
事
業
の
仕
組
み
を

工
夫
し
来
年
度
の
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
た
い
。

【
横
手
委
員
】
農
業
後

継
者
育
成
に
つ
い
て

今
後
町
で
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。【

農
林
課
長
】
新
規
就

農
者
を
中
心
に
盛
岡

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

【
幅
委
員
】
町
内
に
荒
廃
し

て
い
る
水
田
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
専
門
員
で
の
管
理
が
必
要
で

な
い
か
。【

農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

農
業
経
営
者
協
議
会
と
連
携

し
農
地
の
賃
貸
に
関
す
る
こ
と
や
農

業
公
社
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
も

含
め
、
放
棄
地
を
出
さ
な
い
た
め
に

専
門
職
の
指
導
・
管
理
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

【
岡
本
委
員
】
農
業
指
導
セ
ン

タ
ー
に
プ
ロ
の
農
業
技
術
員

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

【
農
林
課
長
】
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
体
制
に
農
家
と
信
頼

で
き
る
指
導
技
術
員
を
配
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

【
古
舘
委
員
】
農
業
用
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
の

よ
う
に
周
知
を
図
っ
た
か
。

【
農
林
課
長
】
作
成
に
あ
た

り
現
地
調
査
等
を
行
っ
た
。

今
は
、
大
雨
災
害
で
た
め
池
の
氾
濫

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
事
前
の
対
応
、

訓
練
等
で
周
知
を
図
る
。

【
杉
澤
委
員
】
町
営
住
宅
使

用
料
不
納
欠
損
の
取
り
組
み

は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
今
後
の

使
用
料
徴
収
方
法
と
し
て
は
、

入
居
者
の
生
活
を
守
り
な
が
ら
支
払

指
導
員
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
で
の
チ
ー
ム

を
組
ん
で
指
導
し
て
い
る
が
今
後
も

引
き
続
き
支
援
す
る
。

【
金
子
委
員
】
未
来
へ
つ
な

ぐ
農
地
再
生
応
援
事
業
の
取

り
組
み
は
。

【
農
林
課
長
】
水
田
耕
作
条

件
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
小

規
模
事
業
と
捉
え
ほ
場
改
善
に
支
援

す
る
。

い
計
画
を
立
て
て
も
ら
い
、
協
議
の

上
で
解
決
を
図
り
た
い
。

【
古
舘
委
員
】
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
事
業
で
町
民
参
加
の
一
斉

植
栽
を
取
り
や
め
た
の
は
な
ぜ
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
一
斉

植
栽
は
取
り
や
め
た
が
、
今
後
の
実

施
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

【
上
野
委
員
】
県
営
の
防
災

ダ
ム
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
御
所
地
区
の

防
災
ダ
ム
4
カ
所
を
管
理
し

て
い
る
。
ダ
ム
内
の
雑
木
伐
採
撤
去

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
に
予
算
要

望
し
な
が
ら
土
砂
撤
去
も
合
わ
せ
て

管
理
し
て
い
る
。

町
も
県
内
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
令
和
元
年
度
と
昨

年
度
を
比
較
し
て
、
相
談
件
数
の
増

減
は
ど
う
か
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
心
配
事

相
談
事
業
の
実
績
は
、
令
和

元
年
度
が
41
件
、
令
和
２
年
度
は
61

件
で
、
令
和
２
年
度
は
令
和
元
年
度

よ
り
も
相
談
件
数
が
増
え
て
い
る
。

【
西
田
委
員
】
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
予
算
が
年
度

に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
平
成
30

年
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の

３
年
間
、
国
の
事
業
の
採
択
を
受
け
、

業
務
委
託
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
た
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
保
健
福

祉
計
画
に
盛
り
込
ん
で
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
加
藤
委
員
】
町
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
運
営
補
助
者
と

し
て
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
持
っ
て

指
導
、助
言
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
総
合
福
祉
課
長
】６
月
か
ら

私
が
、社
会
福
祉
協
議
会
の

理
事
と
し
て
加
わ
り
、適
切
な
運
営
と

な
る
よ
う
に
管
理
を
進
め
て
い
る
。

【
金
子
委
員
】
結
婚
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
負
担
金
利
用
者

ゼ
ロ
は
、
周
知
が
足
り
な
い
の
か
、

原
因
は
何
と
捉
え
て
い
る
か
。

【
総
合
福
祉
課
長
】
令
和
３

年
度
に
お
い
て
は
負
担
金
を

利
用
し
な
い
で
、
既
に
１
名
利
用
さ

れ
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
等
活
用
し
な
が
ら
今

後
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

産
業
を
通
じ
て
豊
か
さ
を
実
感
し

笑
顔
で
稼
ぐ
ま
ち《
産
業
》

答

答

答

答答

答答 答

答答答答

答答 産

産

産産

産産

産産産産

保保保

農地再利用が進まない荒廃地

防災ダム群の一つ、レン滝ダム
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【
古
舘
議
員
】
当
初
予
算
で
は
除
雪
機
械
購
入
費
5

千
３
０
０
万
円
程
で
あ
る
が
、
契
約
額
は
3
千
２

４
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
2
千
万
円
弱
の
差
額
の
内

容
は
。 当

初
予
算
は
取
扱
業
者
、
製
造
業
者
等
数
社
か
ら

見
積
徴
収
し
計
上
す
る
。
入
札
不
成
立
と
い
う
こ

と
で
、随
意
契
約
で
金
額
を
決
定
し
た
。
差
額
は
メ
ー
カ
ー

の
製
造
過
程
で
の
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

第
４
回
臨
時
会

 

総
務
費

【
西
田
議
員
】
補
正
金
額
約
１
億
３
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
関
連
事
業
の
損
失
額
は
把
握
し
て
い

る
か
。対

前
年
比
等
の
損
失
額
は
捉
え
て
い
な
い
。
昨
年

の
支
援
金
交
付
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
昨
年
度
売
上
額
の
増
減
で
50
％
以
上
の
減
収
は
宿
泊
事

業
者
27
施
設
、
商
工
関
係
で
対
象
１
５
３
事
業
者
の
内
、

回
答
72
事
業
者
の
中
で
18
事
業
者
で
あ
っ
た
。

【
古
舘
議
員
】
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
実
施
期

間
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
実
施
の
計
画
は
。

販
売
は
10
月
を
予
定
し
て
い
る
。
使
用
期
限
は
２

０
２
２
年
1
月
末
日
ま
で
と
し
、
町
民
向
け
の
先

行
販
売
方
法
も
検
討
し
て
い
る
。
共
通
買
物
券
に
つ
い
て

は
、
今
回
は
考
え
て
い
な
い
。

第
５
回
臨
時
会

 

商
工
費

QAQAQA 臨
時
会

果
結

【
横
手
委
員
】
雫
石
駅
を
背

に
し
て
の
T
字
路
右
側
道
路

が
危
険
で
あ
る
。
今
後
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
延
長
の
考
え
は
。

【
地
域
整
備
課
長
】
歩
道
も

な
い
道
路
で
特
に
冬
期
は
大

変
危
険
な
場
所
と
捉
え
て
い
る
。
維

持
費
の
問
題
と
融
雪
構
の
整
備
も
合

わ
せ
検
討
す
る
。

【
岩
持
委
員
】
町
営
住
宅
の

老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
計

画
は
。【

地
域
整
備
課
長
】
財
政
面

な
ど
の
理
由
で
整
備
で
き
て

い
な
い
が
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
な

が
ら
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

【
加
藤
委
員
】
町
内
ス
キ
ー

場
冬
季
誘
客
促
進
業
務
委
託

に
関
し
て
随
意
契
約
に
な
っ
た
理
由

は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
内
３

ス
キ
ー
場
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
、
誘
客
事
業
全
体
を
見
通
せ

る
も
の
と
し
て
雫
石
町
ス
キ
ー
連
盟

に
随
意
契
約
と
し
て
業
務
を
発
注
し

た
。

産産

産

答答

答

【
坂
下
委
員
】
墓
地
公

園
等
維
持
管
理
事
業
の

七
ツ
森
墓
地
公
園
な
ど
の
使
用

状
況
は
ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
七

ツ
森
墓
地
公
園
は

５
９
７
区
画
中
５
８
７
区
画
、

そ
の
後
に
新
設
さ
れ
た
新
七
ツ

森
墓
地
公
園
は
３
９
４
区
画
中

１
５
６
区
画
を
使
用
中
で
あ
る
。

【
西
田
委
員
】
外
来
植

物
の
駆
除
の
業
務
委
託

は
継
続
実
施
し
て
い
る
が
、
状

況
は
ど
う
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
外
来
生

物
の
駆
除
は
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン

ソ
ウ
を
順
次
駆
除
し
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
駆
除
に
つ
い
て
周
知

し
な
が
ら
、
今
後
も
状
況
を
み
な
が

ら
取
り
組
む
。

豊
か
で
誇
れ
る
自
然
を
守
り
育
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
い
で
い
く
ま
ち《
環
境
》

答 環環

役場近くの道端で咲くオオハンゴンソウ

【
堂
前
委
員
】
大
雨
で
大
量

の
盛
土
が
流
出
し
多
数
の
被

災
者
が
出
る
災
害
報
道
が
あ
っ
た
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
は
町
に
あ
る
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
大
規
模

盛
土
造
成
地
は
、
七
ツ
森
団

地
が
あ
る
。
調
査
し
た
結
果
、

危
険
性
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
公
表
し
て
い
る
。

【
徳
田
委
員
】
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
に
ベ
ス
ト
、

帽
子
、
腕
章
等
を
貸
与
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
寒
い
時
期
を
迎
え
る
の
で
、

防
寒
着
の
支
給
も
併
せ
て
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
次
長
】
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
は
無
償
で

子
ど
も
の
安
全
活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
来
年
度

の
予
算
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
も
の
を
支
給
す
る
か
今

後
検
討
し
て
い
く
。

【
古
舘
委
員
】
防
災
行
政
無

線
が
前
よ
り
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
。
個
別
受

信
機
が
欲
し
い
の
に
な
か
っ
た
と
い

う
話
も
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

【
防
災
課
長
】
個
別
受
信
機

は
、
独
居
等
の
災
害
弱
者
を

中
心
に
民
生
委
員
が
調
査
し
て
、
必

要
で
あ
る
方
に
配
布
し
て
い
る
。

　
議
会
活
動
の
状
況
や
町
政
課
題

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
報
告
す

る
と
と
も
に
、
議
会
活
動
へ
の
意

見
や
町
政
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
雫
石
町
議
会
町
民
懇
談
会

（
議
会
報
告
会
）」
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
防
止

す
る
た
め
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
直
近
で
の
岩
手
県
内
の
感

染
状
況
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お

り
ま
す
が
、
岩
手
県
に
お
い
て
も

独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
は

不
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
感
染
拡
大
が
さ
ら
に
落
ち
着
き
、

安
心
し
て
開
催
で
き
る
状
況
に
な

り
次
第
、
あ
ら
た
め
て
開
催
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て

安
全
に
住
め
る
ま
ち《
安
全
安
心
》

答 答答

答

安

安

安

スクールガードに見守られ登下校する児童ら

議
会
町
民
懇
談
会

（
議
会
報
告
会
）の

延
期
に
つ
い
て
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【
古
舘
議
員
】
当
初
予
算
で
は
除
雪
機
械
購
入
費
5

千
３
０
０
万
円
程
で
あ
る
が
、
契
約
額
は
3
千
２

４
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
2
千
万
円
弱
の
差
額
の
内

容
は
。 当

初
予
算
は
取
扱
業
者
、
製
造
業
者
等
数
社
か
ら

見
積
徴
収
し
計
上
す
る
。
入
札
不
成
立
と
い
う
こ

と
で
、随
意
契
約
で
金
額
を
決
定
し
た
。
差
額
は
メ
ー
カ
ー

の
製
造
過
程
で
の
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。

第
４
回
臨
時
会

 

総
務
費

【
西
田
議
員
】
補
正
金
額
約
１
億
３
千
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
関
連
事
業
の
損
失
額
は
把
握
し
て
い

る
か
。対

前
年
比
等
の
損
失
額
は
捉
え
て
い
な
い
。
昨
年

の
支
援
金
交
付
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
昨
年
度
売
上
額
の
増
減
で
50
％
以
上
の
減
収
は
宿
泊
事

業
者
27
施
設
、
商
工
関
係
で
対
象
１
５
３
事
業
者
の
内
、

回
答
72
事
業
者
の
中
で
18
事
業
者
で
あ
っ
た
。

【
古
舘
議
員
】
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
実
施
期

間
と
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
実
施
の
計
画
は
。

販
売
は
10
月
を
予
定
し
て
い
る
。
使
用
期
限
は
２

０
２
２
年
1
月
末
日
ま
で
と
し
、
町
民
向
け
の
先

行
販
売
方
法
も
検
討
し
て
い
る
。
共
通
買
物
券
に
つ
い
て

は
、
今
回
は
考
え
て
い
な
い
。

第
５
回
臨
時
会

 
商
工
費

QAQAQA 臨
時
会

果
結

令和３年第６回雫石町議会９月定例会｜議決結果等一覧　会期：９月１日（水）～９月17日（金）

令和３年第４回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧　会期：７月20日（火）

令和３年第５回雫石町議会臨時会｜議決結果等一覧　会期：８月６日（金）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

議 案
第 6 号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 8 号 令和３年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
認 定
第 1 号 令和２年度雫石町一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定
認 定
第 2 号 令和２年度雫石町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定
認 定
第 3 号 令和２年度雫石町御明神財産区特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ 認

定
認 定
第 5 号 令和２年度雫石町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定
認 定
第 6 号

令和２年度雫石町介護保険介護サービス事業勘定特別会計歳入歳
出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定
認 定
第 8 号 令和２年度雫石町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 認

定

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

議 案
第 1 号

町道雫石環状線新用ノ沢橋橋梁補修工事の請負契約の締結に関し
議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決
議 案
第 2 号 財産の取得に関し議決を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

議 案
第 1 号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議決結果等一覧

★その他の承認、認定、発議については、全議員が賛成いたしました。
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農
協
職
員
と
町
職
員
が

一
体
で
農
家
支
援
に
取
り
組
む

ここが
聞きたい

町政を問う
11議員が質問一般質問

一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう新自由主義的農政の下での農山村振興は12

ページ

観光商工関連事業への新型コロナ対策は12
ページ

新教育長の教育理念は14
ページ

質問者／加藤眞純 議員
か とう ま すみモトクロス大会の雫石開催誘致支援を進めては14

ページ

質問者／坂井尚樹 議員
さか い なお き各種大会等の活動支援は16

ページ

トップアスリート輩出を目指した取り組み状況は18
ページ

不法侵入者に対応する学校の訓練は18
ページ

埋設ダイオキシンの撤去は18
ページ

質問者／岩持清美 議員
いわ もち きよ み秋田新幹線整備計画は16

ページ

空き家対策の成果、取り組み状況は16
ページ

感染症や大規模災害等の緊急事態が発生した場合は14
ページ

「
町
内
ス
キ
ー
場
冬
季
誘
客
促
進
事
業
」
の

取
り
組
み
は
。

3
ス
キ
ー
場
を
有
す
る
強
み
を
生
か
す
こ
と

で
、
冬
期
間
に
お
け
る
誘
客
促
進
策
と
し
て
、

事
業
を
継
続
す
る
。
町
の
経
済
回
復
と
ス
キ
ー
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
の
拡
大
等
に
も
効
果
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
昨

シ
ー
ズ
ン
に
引
き
続
き
、
２
０
２
１
か
ら
２
０
２
２

の
シ
ー
ズ
ン
も
事
業
展
開
の
計
画
で
あ
る
。

「
虹
の
似
合
う
ま
ち
雫
石
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス

ポ
ー
ト
」
事
業
の
取
り
組
み
は
。

昨
年
度
こ
の
事
業
に
つ
い
て
実
施
し
た
結

果
、
利
用
者
よ
り
大
好
評
で
あ
っ
た
。
今
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
飲
食
店
や
宿
泊
事
業
者
等
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
再
度
こ

の
事
業
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
取
り
扱
い
と
発
行
部

数
を
増
や
し
、
町
民
向
け
の
販
売
も
計
画
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
事
業
拡

大
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

「
認
証
取
得
事
業
者
支
援
金
」
の
取
り
組
み

は
。

町
で
は
こ
の
認
証
制
度
を
取
得
し
た
飲
食
店

等
に
対
し
、
感
染
症
対
策
の
た
め
必
要
と
な

る
消
耗
品
等
の
購
入
に
対
し
1
店
舗
あ
た
り
10
万
円

支
援
す
る
。

観
光
商
工
関
連
事
業
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

　
　
町
で
も
可
能
な
限
り

支
援
す
る

新
自
由
主
義
経
済
の
下
で
農
協
の
統
廃
合
が

進
み
、
農
業
者
の
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産

の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
、
小
規
模
・
家
族
農
業
、

兼
業
農
家
の
維
持
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
中
山

間
地
の
町
の
農
山
村
振
興
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
農
協
は
、
組
合

員
の
減
少
に
加
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
農

産
物
販
売
や
生
産
資
材
調
達
の
低
迷
等
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
一
方
で
、
農
協
の
若
手
職
員
の
多
く
は
、

農
家
と
向
き
合
い
、
積
極
的
な
農
家
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、町
と
し
て
、後
押
し
す
る
ほ
か
、

一
体
と
な
っ
て
農
家
支
援
に
取
り
組
み
、
農
山
村
社

会
の
維
持
、
発
展
を
目
指
す
。

町
教
育
研
究
所
の
取
り
組
み
は

町
教
育
研
究
所
は
児
童
生
徒
の
育
成
の
観
点

か
ら
、
教
育
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
事

項
の
調
査
研
究
を
通
し
て
、
そ
の
成
果
を
各
校
に
提

供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ど
う
機
能
し
て
い
る

か
。

調
査
研
究
は
、
県
派
遣
の
指
導
主
事
を
中
心

に
各
学
校
の
教
員
と
一
緒
に
、
町
の
教
育
研

究
会
と
連
携
し
て
、
教
科
を
中
心
と
し
た
授
業
実
践

研
究
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
事
例
研
究
、
体
力
向
上

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

情
報
通
信
技
術
教
育
に
つ
い
て
、
教
育
研
究

所
は
ど
う

調
査
研
究
を
行
う

の
か
。

児
童
生

徒
の
学
習

の
意
欲
や
満
足
度

を
し
っ
か
り
把
握

し
、
効
果
的
な
情

報
通
信
技
術
の
活

用
の
在
り
方
を
調

査
研
究
す
る
。

新
自
由
主
義
的
農
政
の
下

で
の
農
山
村
振
興
は

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

か
ね

こ

か
ず

お

QAA QQA 町  

長
コロナ禍で頑張って
いる町民や企業を
応援したい。

QAA QQA 町  

長
行政と農協の
営農指導の

ワンフロア化急げ。

タブレットを活用した、授業を受ける児童

今年も完売した、エンジョイパスポート
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農
協
職
員
と
町
職
員
が

一
体
で
農
家
支
援
に
取
り
組
む

ここが
聞きたい

町政を問う
11議員が質問一般質問

一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう新自由主義的農政の下での農山村振興は12

ページ

観光商工関連事業への新型コロナ対策は12
ページ

新教育長の教育理念は14
ページ

質問者／加藤眞純 議員
か とう ま すみモトクロス大会の雫石開催誘致支援を進めては14

ページ

質問者／坂井尚樹 議員
さか い なお き各種大会等の活動支援は16

ページ

トップアスリート輩出を目指した取り組み状況は18
ページ

不法侵入者に対応する学校の訓練は18
ページ

埋設ダイオキシンの撤去は18
ページ

質問者／岩持清美 議員
いわ もち きよ み秋田新幹線整備計画は16

ページ

空き家対策の成果、取り組み状況は16
ページ

感染症や大規模災害等の緊急事態が発生した場合は14
ページ

「
町
内
ス
キ
ー
場
冬
季
誘
客
促
進
事
業
」
の

取
り
組
み
は
。

3
ス
キ
ー
場
を
有
す
る
強
み
を
生
か
す
こ
と

で
、
冬
期
間
に
お
け
る
誘
客
促
進
策
と
し
て
、

事
業
を
継
続
す
る
。
町
の
経
済
回
復
と
ス
キ
ー
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
の
拡
大
等
に
も
効
果
が
あ
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
昨

シ
ー
ズ
ン
に
引
き
続
き
、
２
０
２
１
か
ら
２
０
２
２

の
シ
ー
ズ
ン
も
事
業
展
開
の
計
画
で
あ
る
。

「
虹
の
似
合
う
ま
ち
雫
石
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ス

ポ
ー
ト
」
事
業
の
取
り
組
み
は
。

昨
年
度
こ
の
事
業
に
つ
い
て
実
施
し
た
結

果
、
利
用
者
よ
り
大
好
評
で
あ
っ
た
。
今
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
飲
食
店
や
宿
泊
事
業
者
等
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
再
度
こ

の
事
業
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
取
り
扱
い
と
発
行
部

数
を
増
や
し
、
町
民
向
け
の
販
売
も
計
画
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
事
業
拡

大
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

「
認
証
取
得
事
業
者
支
援
金
」
の
取
り
組
み

は
。

町
で
は
こ
の
認
証
制
度
を
取
得
し
た
飲
食
店

等
に
対
し
、
感
染
症
対
策
の
た
め
必
要
と
な

る
消
耗
品
等
の
購
入
に
対
し
1
店
舗
あ
た
り
10
万
円

支
援
す
る
。

観
光
商
工
関
連
事
業
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は

　
　
町
で
も
可
能
な
限
り

支
援
す
る

新
自
由
主
義
経
済
の
下
で
農
協
の
統
廃
合
が

進
み
、
農
業
者
の
所
得
の
増
大
、
農
業
生
産

の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
、
小
規
模
・
家
族
農
業
、

兼
業
農
家
の
維
持
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
中
山

間
地
の
町
の
農
山
村
振
興
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
農
協
は
、
組
合

員
の
減
少
に
加
え
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
農

産
物
販
売
や
生
産
資
材
調
達
の
低
迷
等
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
一
方
で
、
農
協
の
若
手
職
員
の
多
く
は
、

農
家
と
向
き
合
い
、
積
極
的
な
農
家
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、町
と
し
て
、後
押
し
す
る
ほ
か
、

一
体
と
な
っ
て
農
家
支
援
に
取
り
組
み
、
農
山
村
社

会
の
維
持
、
発
展
を
目
指
す
。

町
教
育
研
究
所
の
取
り
組
み
は

町
教
育
研
究
所
は
児
童
生
徒
の
育
成
の
観
点

か
ら
、
教
育
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
事

項
の
調
査
研
究
を
通
し
て
、
そ
の
成
果
を
各
校
に
提

供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ど
う
機
能
し
て
い
る

か
。

調
査
研
究
は
、
県
派
遣
の
指
導
主
事
を
中
心

に
各
学
校
の
教
員
と
一
緒
に
、
町
の
教
育
研

究
会
と
連
携
し
て
、
教
科
を
中
心
と
し
た
授
業
実
践

研
究
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
事
例
研
究
、
体
力
向
上

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

情
報
通
信
技
術
教
育
に
つ
い
て
、
教
育
研
究

所
は
ど
う

調
査
研
究
を
行
う

の
か
。

児
童
生

徒
の
学
習

の
意
欲
や
満
足
度

を
し
っ
か
り
把
握

し
、
効
果
的
な
情

報
通
信
技
術
の
活

用
の
在
り
方
を
調

査
研
究
す
る
。

新
自
由
主
義
的
農
政
の
下

で
の
農
山
村
振
興
は

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

か
ね

こ

か
ず

お

QAA QQA 町  

長
コロナ禍で頑張って
いる町民や企業を
応援したい。

QAA QQA 町  

長
行政と農協の
営農指導の

ワンフロア化急げ。

タブレットを活用した、授業を受ける児童

今年も完売した、エンジョイパスポート
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

新
教
育
長
の
教
育
理

念
は　

　生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
教
育
を
目
指
し
た
い

い
じ
め
、
虐
待
、
不
登
校
の
防
止
に
も
精
通
し

て
い
る
新
教
育
長
の
教
育
理
念
を
伺
い
た
い
。

全
国
中
学
校
文
化
祭
岩
手
大
会
で
開
催
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
に
昨
年
度
雫
石
中
学
校

３
年
の
上
野
紗
知
さ
ん
の
作
品
が
選
出
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
の
ト
リ
は
同
中
学
校
の
応
援
発
表
で

あ
っ
た
ほ
か
、
同
中
学
校
の
野
球
部
が
東
北
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
多
く
の
生
徒
が
大
活
躍
を
見
せ
て
く

れ
た
。
こ
れ
ま
で
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
て
て
く
れ
た
保

護
者
や
、
学
校
で
は
先
生
方
が
一
生
懸
命
に
生
徒
を

指
導
す
る
な
ど
児
童
生
徒
に
生
き
る
力
を
育
ん
で
き

た
賜
物
と
思
っ
て
い
る
。
誰
も
が
生
涯
学
習
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
教
育
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

町
の
農
業
施
策
は

新
規
就
農
者
（
農

業
者
の
家
族
後
継

者
）
に
思
い
切
っ
た
育
成

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

的
確
な
支
援
を

行
う
た
め
、
雫
石

町
新
規
就
農
支
援
チ
ー

ム
を
設
置
す
る
な
ど
し
て

対
応
し
て
い
る
。
資
金
面
に
お
い
て
は
、
農
業
次
世

代
人
材
投
資
資
金
に
よ
る
経
営
開
始
型
及
び
準
備
型

の
給
付
金
を
活
用
し
た
支
援
な
ど
、
就
農
準
備
か
ら

就
農
後
の
経
営
安
定
ま
で
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、
町
単
独
事
業
と
し
て

親
元
就
農
に
係
る
支
援
制
度
を
創
設
し
た
。

雫
石
診
療
所
の
医
療
業
務
は

昨
年
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
有
効
に
活
用
さ

れ
、
予
防
や
治
療・医
療
に
ど
れ
だ
け
役
だ
っ

て
い
る
か
。

Ｃ
Ｔ
診
断
を
確
定
診
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
性
の
高
い
疾
患
に
つ
い
て
紹
介
先

の
医
師
に
詳
し
い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
の
雫
石
開

催
誘
致
支
援
を
進
め
て
は

質
問
者
／
加
藤
眞
純 

議
員

か

と
う

ま

す
み

　
　必
要
に
応
じ
た
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く

観
光
協
会
、
商
工
会
、
飲
食
業
や
体
育
協
会

そ
の
他
関
係
機

関
と
連
携
し
、
モ
ト
ク
ロ

ス
大
会
の
「
全
日
本
Ｍ
Ｃ

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手

権
大
会
」
の
誘
致
支
援
を

進
め
て
は
。

同
大
会
を
開
催

し
た
場
合
、
出
場

者
や
観
戦
者
、
報
道
関
係

者
を
含
め
、
約
千
人
規
模

で
の
来
町
者
が
見
込
ま
れ
、
町
内
の
宿
泊
や
飲
食
施

設
、
観
光
施
設
な
ど
へ
の
利
用
が
期
待
で
き
る
。
町

へ
の
経
済
波
及
効
果
や
地
域
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は

知
名
度
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
同
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

今
後
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
必
要
に
応
じ

た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

将
来
的
に
、
広
大
な
町
有
地
88
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
モ
ト
ク
ロ
ス
コ
ー
ス
を
誘
致
し
て
は
。

町
有
地
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
的
条
件
が

あ
り
、
モ
ト
ク
ロ
ス
コ
ー
ス
と
し
て
の
適
地

に
相
応
し
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
町
民
の
意
向
や
町

に
対
す
る
経
済
効
果
な
ど
、
総
合
的
に
町
有
地
と
し

て
の
利
活
用
に
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
調
査
・
研
究
を

進
め
た
い
。

町
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト※

は

令
和
３
年
3
月
の
一
般
質
問
で
、
デ
ジ
タ
ル

ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
の
町
の
取
り
組
み
は
。

国
が
示
す
情
報
に
多
く
の
不
確
定
な
要
素
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順
次
確
定
さ
れ

て
い
く
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
推
進

計
画
に
よ
り
令
和
４
年
度
末
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
の
達
成
に
向
け
、
３
年
度
中
に
方

針
を
決
定
し
、
関
係
課
と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

町
の
業
務
継
続
体
制
や
業
務
継
続
計
画
の
策

定
等
の
状
況
は
ど
う
か
。

災
害
時
に
お
い
て
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応

手
順
、
継
続
に
必
要
な
資
源
の
確
保
な
ど
、

災
害
対
応
時
の
業
務
を
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
必

要
事
項
等
を
定
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
は
、
感
染
症
対
策
本
部
、
各
課
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
感
染
症
へ
の
迅
速
か
つ
確
実

な
対
応
を
行
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
は

町
の
交
付
率
は
ど
う
か
、
国
や
県
の
交
付
率

と
比
較
し
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

住
民
基
本
台
帳
の
人
口
に
対
す
る
交
付
率
は

26
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
全
体
で
は
交

付
率
は
31
・
4
％
、
全
国
で
は
36
・
0
％
で

あ
り
、
町
の
交
付
率
は
や
や
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
町
の
65
歳
以
上
が
24
・
1
％
で
、
全
国
の
65
歳

以
上
の
交
付
率
は
39
・
5
％
で
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

交
付
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
と
推
察
す
る
。

小
学
校
合
併
の
成
果
と
課
題
は

統
合
の
成
果
及
び
課
題
等
に
つ
い
て
の
評
価

は
ど
う
か
。

伝
統
芸
能
の
継
承
や
地
域
と
協
力
し
て
学
校

農
園
で
米
や
野
菜
の
栽
培
な
ど
、
統
合
後
各

校
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
登
下
校
と
な
り
歩
く
機
会
が

減
少
し
た
こ
と

に
、
肥
満
傾
向
の

児
童
の
割
合
が
増

加
し
て
き
た
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
学

校
の
少
し
手
前
で

停
車
さ
せ
、
児
童

が
歩
く
機
会
を
意

図
的
に
設
け
る
な

ど
対
策
を
取
っ
て

い
る
。

感
染
症
や
大
規
模
災
害
等
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は

　
　迅
速
か
つ
確
実
な
対

応
を
行
う

ふ
る
だ
て
け
ん
ご

質
問
者
／
古
舘
謙
護 

議
員

質
問
者
／
上
野
三
四
二 

議
員

う
わ

の

み

よ

じ

QAQAQA 教
育
長

一問一答は時間をかけ調
査している。
もっと真摯に充実した答
弁をして貰えないか～ね。

QAQAQA

QAQAQA

町  

長
マンネリ化したイベ
ントから目先を変え
モトクロスなどで活
性化を。

町  

長
デジタル社会到来、
暮らしを便利にする
マイナンバーカード
持ってますか。

誘致を期待、雫石へのモトクロス大会

肥満対策で少し手前から歩く児童

深刻さを増している農業後継者問題

※デジタルガバメント…デジタル技術を活用しながら行政サービスを見直し、
国が抱える社会問題の解決や経済成長を実現するための改革
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教
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。
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に
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を
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指
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い
。
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。
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を
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な
ど
、
就
農
準
備
か
ら

就
農
後
の
経
営
安
定
ま
で
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、
町
単
独
事
業
と
し
て

親
元
就
農
に
係
る
支
援
制
度
を
創
設
し
た
。

雫
石
診
療
所
の
医
療
業
務
は

昨
年
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
有
効
に
活
用
さ

れ
、
予
防
や
治
療・医
療
に
ど
れ
だ
け
役
だ
っ

て
い
る
か
。

Ｃ
Ｔ
診
断
を
確
定
診
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
緊
急
性
の
高
い
疾
患
に
つ
い
て
紹
介
先

の
医
師
に
詳
し
い
情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

モ
ト
ク
ロ
ス
大
会
の
雫
石
開

催
誘
致
支
援
を
進
め
て
は

質
問
者
／
加
藤
眞
純 

議
員

か

と
う

ま

す
み

　
　必
要
に
応
じ
た
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く

観
光
協
会
、
商
工
会
、
飲
食
業
や
体
育
協
会

そ
の
他
関
係
機

関
と
連
携
し
、
モ
ト
ク
ロ

ス
大
会
の
「
全
日
本
Ｍ
Ｃ

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手

権
大
会
」
の
誘
致
支
援
を

進
め
て
は
。

同
大
会
を
開
催

し
た
場
合
、
出
場

者
や
観
戦
者
、
報
道
関
係

者
を
含
め
、
約
千
人
規
模

で
の
来
町
者
が
見
込
ま
れ
、
町
内
の
宿
泊
や
飲
食
施

設
、
観
光
施
設
な
ど
へ
の
利
用
が
期
待
で
き
る
。
町

へ
の
経
済
波
及
効
果
や
地
域
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は

知
名
度
の
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
同
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

今
後
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
、
必
要
に
応
じ

た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

将
来
的
に
、
広
大
な
町
有
地
88
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
モ
ト
ク
ロ
ス
コ
ー
ス
を
誘
致
し
て
は
。

町
有
地
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
理
的
条
件
が

あ
り
、
モ
ト
ク
ロ
ス
コ
ー
ス
と
し
て
の
適
地

に
相
応
し
い
か
は
不
明
で
あ
る
。
町
民
の
意
向
や
町

に
対
す
る
経
済
効
果
な
ど
、
総
合
的
に
町
有
地
と
し

て
の
利
活
用
に
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
調
査
・
研
究
を

進
め
た
い
。

町
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト※

は

令
和
３
年
3
月
の
一
般
質
問
で
、
デ
ジ
タ
ル

ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
そ
の
後
の
町
の
取
り
組
み
は
。

国
が
示
す
情
報
に
多
く
の
不
確
定
な
要
素
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順
次
確
定
さ
れ

て
い
く
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
推
進

計
画
に
よ
り
令
和
４
年
度
末
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
の
達
成
に
向
け
、
３
年
度
中
に
方

針
を
決
定
し
、
関
係
課
と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

町
の
業
務
継
続
体
制
や
業
務
継
続
計
画
の
策

定
等
の
状
況
は
ど
う
か
。

災
害
時
に
お
い
て
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応

手
順
、
継
続
に
必
要
な
資
源
の
確
保
な
ど
、

災
害
対
応
時
の
業
務
を
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
必

要
事
項
等
を
定
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
は
、
感
染
症
対
策
本
部
、
各
課
の
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
感
染
症
へ
の
迅
速
か
つ
確
実

な
対
応
を
行
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
は

町
の
交
付
率
は
ど
う
か
、
国
や
県
の
交
付
率

と
比
較
し
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

住
民
基
本
台
帳
の
人
口
に
対
す
る
交
付
率
は

26
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
全
体
で
は
交

付
率
は
31
・
4
％
、
全
国
で
は
36
・
0
％
で

あ
り
、
町
の
交
付
率
は
や
や
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
町
の
65
歳
以
上
が
24
・
1
％
で
、
全
国
の
65
歳

以
上
の
交
付
率
は
39
・
5
％
で
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

交
付
率
が
低
い
要
因
の
一
つ
と
推
察
す
る
。

小
学
校
合
併
の
成
果
と
課
題
は

統
合
の
成
果
及
び
課
題
等
に
つ
い
て
の
評
価

は
ど
う
か
。

伝
統
芸
能
の
継
承
や
地
域
と
協
力
し
て
学
校

農
園
で
米
や
野
菜
の
栽
培
な
ど
、
統
合
後
各

校
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
登
下
校
と
な
り
歩
く
機
会
が

減
少
し
た
こ
と

に
、
肥
満
傾
向
の

児
童
の
割
合
が
増

加
し
て
き
た
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
学

校
の
少
し
手
前
で

停
車
さ
せ
、
児
童

が
歩
く
機
会
を
意

図
的
に
設
け
る
な

ど
対
策
を
取
っ
て

い
る
。

感
染
症
や
大
規
模
災
害
等
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は

　
　迅
速
か
つ
確
実
な
対

応
を
行
う

ふ
る
だ
て
け
ん
ご

質
問
者
／
古
舘
謙
護 

議
員

質
問
者
／
上
野
三
四
二 

議
員

う
わ

の

み

よ

じ

QAQAQA 教
育
長

一問一答は時間をかけ調
査している。
もっと真摯に充実した答
弁をして貰えないか～ね。

QAQAQA

QAQAQA

町  

長
マンネリ化したイベ
ントから目先を変え
モトクロスなどで活
性化を。

町  

長
デジタル社会到来、
暮らしを便利にする
マイナンバーカード
持ってますか。

誘致を期待、雫石へのモトクロス大会

肥満対策で少し手前から歩く児童

深刻さを増している農業後継者問題

※デジタルガバメント…デジタル技術を活用しながら行政サービスを見直し、
国が抱える社会問題の解決や経済成長を実現するための改革
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

空
き
家
対
策
の
成
果
、

取
り
組
み
状
況
は

　
　
移
住
、定
住
者
数
は
、

17
世
帯
49
人
で
あ
る

空
き
家
を
利
用
し
た
定
住
の
推
進
と
し
て
、

空
家
調
査
を
行
い
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

開
設
し
、
雫
石
町
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
た
が
、

成
果
や
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成

24
年
度
か
ら
の
累
計
で
、
物
件
登
録
が
44
件
、

利
用
希
望
者
登
録
72
人
と
な
り
、
制
度
内
で
の
成
約

は
売
買
9
件
、
賃
貸
10
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

現
時
点
の
移
住
、定
住
者
数
は
、17
世
帯
49
人
で
あ
る
。

制
度
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
窓
口
で
の
チ
ラ

シ
の
配
布
、
空
き
家
相
談
事
業
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
て
い
る
。

空
き
家
関
連
の
担
当
部
署
が
地
域
整
備
課
な

ど
６
課
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
窓
口
一
本

化
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

関
係
課
に
お
い
て
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
一
層
効
果
的
な
体
制
の
構
築
を

目
指
す
。

雫
石
診
療
所
の
運
営
体
制
は

雫
石
診
療
所
の
医
師
一
人
体
制
は
、
通
常
診

療
、
包
括
ケ
ア
の
中
心
的
活
動
、
入
院
診
療
、

看
取
り
対
応
な
ど
激
務
、
過
剰
勤
務
と
思
わ
れ
る
が
、

医
師
確
保
に
向
け
た
考
え
方
は
。

通
常
診
療
は
、
常
勤
医
師
１
名
、
応
援
医
師

2
名
で
行
っ
て
い
る
。
岩
手
医
大
の
応
援
を

得
な
が
ら
常
勤
医
師
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
医
師
確

保
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

秋
田
新
幹
線
整
備
計

画
は

　
　
財
政
支
援
は
国
・Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
要
望
す
る

秋
田
新
幹
線
防
災

ト
ン
ネ
ル
対
策
整

備
計
画
に
つ
い
て
。

整
備
計
画
の
概
要

と
し
て
赤
渕
駅
か

ら
田
沢
湖
駅
間
15
㎞
を
ト

ン
ネ
ル
化
に
す
る
こ
と
や

工
期
を
着
工
か
ら
11
年
、

事
業
費
約
７
０
０
億
円
の

見
込
み
で
あ
り
、
関
係
団

体
の
費
用
負
担
の
枠
組
み

も
未
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
支
援
に
つ
い
て
も

国
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
県
の
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
町
内
へ
の
影
響
は
。

全
国
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
施

設
に
お
い
て
も
集
客
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま

た
、
お
盆
期
間
中
も
大
き
く
入
り
込
み
を
落
と
し
て

い
る
状
況
か
ら
町
の
観
光
業
及
び
飲
食
業
へ
の
影
響

は
大
き
か
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

県
の
宣
言
を
受
け
て
町
と
し
て
行
お
う
と
し

て
い
る
事
は
。

町
民
の
皆
様
へ
は
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自

粛
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
一
部
集
会
機

能
を
有
す
る
町
営
施
設
に
お
け
る
利
用
規
制
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
家
庭
や
職
場
を
感
染
経
路
と
す
る
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
の
感

染
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は

議
員
、
農
業
委
員
等
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
に
よ
る
事
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
今
後
活
用
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で
導
入
か
ら
運
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
東
北
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
し

た
選
手
へ
の
交
通
費
を
含
め
た
活
動
支
援
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

雫
石
中
学
校
の
部
活
動
に
対
し
、
雫
石
中
学

校
部
活
動
大
会
等
参
加
補
助
金
交
付
要
綱
を

定
め
、
県
大
会
以
上
の
大
会
で
の
経
費
に
つ
い
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
町
内
小
学
校
の
児
童
が
所

属
す
る
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
し
て
も
、
東
北
、

全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
た
め
の
必
要
経
費

の
一
部
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は

通
学
路
の

緊
急
点
検

が
急
が
れ
て
い

る
。
危
険
箇
所
を

改
善
し
て
行
く
計

画
は
あ
る
か
。

学
校
や
地

域
、
関
係

機
関
と
連
携
し
通

学
路
の
危
険
箇
所

の
把
握
に
努
め
、

管
轄
す
る
管
理
者

へ
の
要
望
活
動
を

継
続
し
て
行
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
行
事
は

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
行
事
の
中
止

ま
た
は
規
模
の
縮
小
に
至
っ
て
い
る
。
行
事

の
代
替
案
も
早
急
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

各
学
校
の
判
断
に
お
い
て
年
間
行
事
予
定
を

変
更
し
、
行
事
内
容
の
変
更
や
延
期
な
ど
に

よ
り
代
替
案
を
検
討
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
成
長
と
安
定
に
寄
与
す
る
校
外
活
動
や
行
事
開

催
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
工
夫
し
て
実
施
さ
れ
る

よ
う
各
学
校
と
協
議
し
て
い
く
。

各
種
大
会
等
の
活
動

支
援
は

　
　
今
後
も
大
会
出
場
に

要
す
る
経
費
を
補
助
す
る

質
問
者
／
岩
持
清
美 

議
員

い
わ
も
ち
き
よ

み

質
問
者
／
坂
井
尚
樹 

議
員

さ
か

い

な
お

き

質
問
者
／
幅
　秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

QAQ QAA 町  

長
住む家が無いと
移住･定住出来ないね。
まず、しずくいしを選んで
もらう好条件を周知しなきゃ。

QAQQ AQAA

QAQAQA

町  

長
道路の危険箇所とは、
施行基準との合致で
はなく利用者の感じ
のことでは？

教
育
長

早期に経済回復が
できるよう、さらな
る支援の拡充を。

通学路の安全確認は急務

町民の命を守る雫石診療所

防災トンネル検討の秋田新幹線
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時
点
の
移
住
、定
住
者
数
は
、17
世
帯
49
人
で
あ
る
。

制
度
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
窓
口
で
の
チ
ラ

シ
の
配
布
、
空
き
家
相
談
事
業
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
て
い
る
。

空
き
家
関
連
の
担
当
部
署
が
地
域
整
備
課
な

ど
６
課
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
窓
口
一
本

化
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

関
係
課
に
お
い
て
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
一
層
効
果
的
な
体
制
の
構
築
を

目
指
す
。

雫
石
診
療
所
の
運
営
体
制
は

雫
石
診
療
所
の
医
師
一
人
体
制
は
、
通
常
診

療
、
包
括
ケ
ア
の
中
心
的
活
動
、
入
院
診
療
、

看
取
り
対
応
な
ど
激
務
、
過
剰
勤
務
と
思
わ
れ
る
が
、

医
師
確
保
に
向
け
た
考
え
方
は
。

通
常
診
療
は
、
常
勤
医
師
１
名
、
応
援
医
師

2
名
で
行
っ
て
い
る
。
岩
手
医
大
の
応
援
を

得
な
が
ら
常
勤
医
師
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
医
師
確

保
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

秋
田
新
幹
線
整
備
計

画
は

　
　
財
政
支
援
は
国
・Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
要
望
す
る

秋
田
新
幹
線
防
災

ト
ン
ネ
ル
対
策
整

備
計
画
に
つ
い
て
。

整
備
計
画
の
概
要

と
し
て
赤
渕
駅
か

ら
田
沢
湖
駅
間
15
㎞
を
ト

ン
ネ
ル
化
に
す
る
こ
と
や

工
期
を
着
工
か
ら
11
年
、

事
業
費
約
７
０
０
億
円
の

見
込
み
で
あ
り
、
関
係
団

体
の
費
用
負
担
の
枠
組
み

も
未
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
支
援
に
つ
い
て
も

国
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
県
の
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
町
内
へ
の
影
響
は
。

全
国
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
施

設
に
お
い
て
も
集
客
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ま

た
、
お
盆
期
間
中
も
大
き
く
入
り
込
み
を
落
と
し
て

い
る
状
況
か
ら
町
の
観
光
業
及
び
飲
食
業
へ
の
影
響

は
大
き
か
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

県
の
宣
言
を
受
け
て
町
と
し
て
行
お
う
と
し

て
い
る
事
は
。

町
民
の
皆
様
へ
は
、
不
要
不
急
の
外
出
の
自

粛
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
一
部
集
会
機

能
を
有
す
る
町
営
施
設
に
お
け
る
利
用
規
制
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
家
庭
や
職
場
を
感
染
経
路
と
す
る
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以
上
の
感

染
症
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は

議
員
、
農
業
委
員
等
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
に
よ
る
事
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
今
後
活
用
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
で
導
入
か
ら
運
用
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
東
北
大
会
、
全
国
大
会
に
出
場
し

た
選
手
へ
の
交
通
費
を
含
め
た
活
動
支
援
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

雫
石
中
学
校
の
部
活
動
に
対
し
、
雫
石
中
学

校
部
活
動
大
会
等
参
加
補
助
金
交
付
要
綱
を

定
め
、
県
大
会
以
上
の
大
会
で
の
経
費
に
つ
い
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
町
内
小
学
校
の
児
童
が
所

属
す
る
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
し
て
も
、
東
北
、

全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
た
め
の
必
要
経
費

の
一
部
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
は

通
学
路
の

緊
急
点
検

が
急
が
れ
て
い

る
。
危
険
箇
所
を

改
善
し
て
行
く
計

画
は
あ
る
か
。

学
校
や
地

域
、
関
係

機
関
と
連
携
し
通

学
路
の
危
険
箇
所

の
把
握
に
努
め
、

管
轄
す
る
管
理
者

へ
の
要
望
活
動
を

継
続
し
て
行
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
行
事
は

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
行
事
の
中
止

ま
た
は
規
模
の
縮
小
に
至
っ
て
い
る
。
行
事

の
代
替
案
も
早
急
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

各
学
校
の
判
断
に
お
い
て
年
間
行
事
予
定
を

変
更
し
、
行
事
内
容
の
変
更
や
延
期
な
ど
に

よ
り
代
替
案
を
検
討
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
成
長
と
安
定
に
寄
与
す
る
校
外
活
動
や
行
事
開

催
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
工
夫
し
て
実
施
さ
れ
る

よ
う
各
学
校
と
協
議
し
て
い
く
。

各
種
大
会
等
の
活
動

支
援
は

　
　
今
後
も
大
会
出
場
に

要
す
る
経
費
を
補
助
す
る

質
問
者
／
岩
持
清
美 

議
員

い
わ
も
ち
き
よ

み

質
問
者
／
坂
井
尚
樹 

議
員

さ
か

い

な
お

き

質
問
者
／
幅
　秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

QAQ QAA 町  

長
住む家が無いと
移住･定住出来ないね。
まず、しずくいしを選んで
もらう好条件を周知しなきゃ。

QAQQ AQAA

QAQAQA

町  

長
道路の危険箇所とは、
施行基準との合致で
はなく利用者の感じ
のことでは？

教
育
長

早期に経済回復が
できるよう、さらな
る支援の拡充を。

通学路の安全確認は急務

町民の命を守る雫石診療所

防災トンネル検討の秋田新幹線
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
輩
出
を

目
指
し
た
取
り
組
み
状
況
は

　
　関
係
者
と
連
携
し
て
選

手
育
成
の
取
り
組
み
を
進
め
る

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
及
び
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
に

お
け
る
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
輩
出
を
目

指
し
た
、
関
係
者
と
連

携
し
た
選
手
育
成
の
取

り
組
み
状
況
は
。

鶯
宿
温
泉
ス

ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

整
備
計
画
の
将
来
の
構

想
と
展
望
に
は
ス
ポ
ー

ツ
普
及
と
選
手
育
成
強

化
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
誕
生
を
掲
げ
て
い
る
。

施
設
整
備
後
に
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
て

の
講
習
会
や
合
同
練
習
会
等
、
関
係
者
と
連
携
し
て

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
輩
出
に
向
け
た
選
手
育
成
の
取

り
組
み
を
進
め
る
。

旧
南
畑
小
学
校
で
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
利
用
状

況
は
。

令
和
２
年
度
は
、
延
べ
約
4
千
人
、
３
年
度

は
、
7
月
末
時
点
で
延
べ
約
２
千
人
の
利
用
。

町
行
政
の
執
行
状
況
は

施
政
方
針
に
示
さ
れ
た
施
策
の
執
行
状
況

は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
業
も
あ
る
が
、
概
ね
計
画
ど
お
り
に
執
行
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
下
半
期
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
鋭

意
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
事
業
の
現
時
点
で
の
執
行
率
は
。

設
計
業
務
委
託
料
と
、
工
事
請
負
費
の
８
月

末
時
点
に
お
け
る
現
計
予
算
額
の
合
計
９
億

９
０
７
７
万
６
千
円
の
う
ち
、
６
億
２
２
６
３
万
５

千
円
、
62
・
8
％
が
支
出
負
担
済
み
と
な
っ
て
お
り
、

例
年
と
比
較
し
て
同
程
度
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

使
用
禁
止
の
劇
薬
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
（
２
，
４
，

５
ー
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
が
町
の

国
有
林
に
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
埋
設
場
所
ご
と
の
埋

設
量
は
。町

内
の
国
有
林
13
カ
所
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
３

９
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
化

の
状
態
で
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
埋
設
量
は
埋
設
場
所

ご
と
に
お
お
む
ね
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ず
つ
と
東
北

森
林
管
理
局
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
危
険
除
去
の
た
め
の

撤
去
要
求
は
。

町
と
し
て
も
埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
危
険
性

は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
速
や
か
な
完
全
撤

去
に
向
け
、
県
及
び
埋
設
市
町
村
で
構
成
の
２
，
４
，

５
ー
Ｔ
系
除
草
剤
埋
設
地
問
題
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
、
継
続
し
て
恒
久
対
策
を
要
望
す
る
。

入
学
時
の
利
用
希
望
調
査
は

新
し
く
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
利
用
希
望
の
声
を
早
い
時
期
に
聞
い
て
年

度
当
初
か
ら
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

毎
年
度
利
用
す
る
児
童
生
徒
の
住
所
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
座
席
数
、
運
行
距
離
、
時
間

等
を
考
慮
し
、
3
月
初
め
に
運
行
計
画
を
作
成
し
、

利
用
希
望
家
庭
に
周
知
し
て
い
る
。
各
家
庭
の
生
活

状
況
の
変
化
に
よ
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
他
の
児
童

生
徒
や
家
庭
へ

の
影
響
も
あ

り
、
要
望
に
応

え
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
、
ご

理
解
願
い
た

い
。 埋

設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

撤
去
は

　
　継
続
し
て
恒
久
対
策

を
要
望
す
る

不
法
侵
入
者
に
対
応
す

る
学
校
の
訓
練
は

　
　避
難
訓
練
と
併
せ
て

実
施学

校
へ
の
不
法
侵
入
者
に
対
応
す
る
訓
練
の

実
施
状
況
は
。

不
審
者
に
対
処
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

教
職
員
の
役
割
分
担
を
確
認
し
、
連
絡
体
制

を
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
審
者
が
侵
入
し
た
場

合
の
指
示
、
避
難
経
路
、
避
難
場
所
を
設
定
し
、
避

難
訓
練
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

通
学
路
の
安
全
対
策
と
強
化
方
法
は
。

毎
年
各

地
区
の

防
犯
交
通
安
全

協
会
を
通
じ
、

各
学
校
や
行
政

区
な
ど
か
ら
交

通
安
全
施
設
等

の
改
善
要
請
を

受
け
、
通
学
路

の
危
険
箇
所
に

は
県
及
び
町
の

道
路
管
理
者
や

警
察
署
に
整
備

や
改
善
の
要
望

活
動
を
続
け
て

い
る
。
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
見
守
り
活
動
な
ど
、
通
学
路
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

避
難
情
報
変
更
の
周
知
は

変
更
さ
れ
た
避
難
情
報
、
周
知
の
方
策
は
。

町
に
お
け
る
避
難
情
報
変
更
の
周
知
は
、
こ

れ
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
世
帯

配
布
で
の
周
知
、
自
主
防
災
組
織
よ
り
依
頼
さ
れ
た

防
災
講
話
等
で
周
知
を
図
る
。
今
年
度
中
に
町
の
地

域
防
災
計
画
に
改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
の
内

容
を
反
映
し
た
修
正
を
行
う
。

質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

QAQAQAQA 教
育
長

QAQAQA 教
育
長

アーチェリー競技のトップアス
リートの育成が進んでいるよう
です。「アーチェリーの町雫石」
となるよう期待しています。

QAQAA Q

通学路を含めた
子どもの安全対策
は急務です。

町  

長 「襟を正して
頑張ります！！」

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

通学路の安全に寄与するグリーンベルト

アーチェリーの町となれるか雫石町

雫石中学校のスクールバス通学の様子
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想
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の
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会
や
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ア
ス
リ
ー
ト
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選
手
育
成
の
取
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み
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進
め
る
。

旧
南
畑
小
学
校
で
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
利
用
状

況
は
。

令
和
２
年
度
は
、
延
べ
約
4
千
人
、
３
年
度

は
、
7
月
末
時
点
で
延
べ
約
２
千
人
の
利
用
。

町
行
政
の
執
行
状
況
は

施
政
方
針
に
示
さ
れ
た
施
策
の
執
行
状
況

は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
業
も
あ
る
が
、
概
ね
計
画
ど
お
り
に
執
行
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
下
半
期
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
鋭

意
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
事
業
の
現
時
点
で
の
執
行
率
は
。

設
計
業
務
委
託
料
と
、
工
事
請
負
費
の
８
月

末
時
点
に
お
け
る
現
計
予
算
額
の
合
計
９
億

９
０
７
７
万
６
千
円
の
う
ち
、
６
億
２
２
６
３
万
５

千
円
、
62
・
8
％
が
支
出
負
担
済
み
と
な
っ
て
お
り
、

例
年
と
比
較
し
て
同
程
度
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

使
用
禁
止
の
劇
薬
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
（
２
，
４
，

５
ー
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸
が
町
の

国
有
林
に
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
埋
設
場
所
ご
と
の
埋

設
量
は
。町

内
の
国
有
林
13
カ
所
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
３

９
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
化

の
状
態
で
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
埋
設
量
は
埋
設
場
所

ご
と
に
お
お
む
ね
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ず
つ
と
東
北

森
林
管
理
局
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
危
険
除
去
の
た
め
の

撤
去
要
求
は
。

町
と
し
て
も
埋
設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
危
険
性

は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
速
や
か
な
完
全
撤

去
に
向
け
、
県
及
び
埋
設
市
町
村
で
構
成
の
２
，
４
，

５
ー
Ｔ
系
除
草
剤
埋
設
地
問
題
連
絡
協
議
会
と
連
携

し
、
継
続
し
て
恒
久
対
策
を
要
望
す
る
。

入
学
時
の
利
用
希
望
調
査
は

新
し
く
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
利
用
希
望
の
声
を
早
い
時
期
に
聞
い
て
年

度
当
初
か
ら
対
応
し
て
は
ど
う
か
。

毎
年
度
利
用
す
る
児
童
生
徒
の
住
所
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
座
席
数
、
運
行
距
離
、
時
間

等
を
考
慮
し
、
3
月
初
め
に
運
行
計
画
を
作
成
し
、

利
用
希
望
家
庭
に
周
知
し
て
い
る
。
各
家
庭
の
生
活

状
況
の
変
化
に
よ
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
他
の
児
童

生
徒
や
家
庭
へ

の
影
響
も
あ

り
、
要
望
に
応

え
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れ
な
い
場

合
も
あ
り
、
ご

理
解
願
い
た

い
。 埋

設
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

撤
去
は

　
　継
続
し
て
恒
久
対
策

を
要
望
す
る

不
法
侵
入
者
に
対
応
す

る
学
校
の
訓
練
は

　
　避
難
訓
練
と
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て

実
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不
法
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に
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す
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は
。
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を
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る
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避
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Ｎ
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で
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知
、
自
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防
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で
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を
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る
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今
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度
中
に
町
の
地
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基
本
法
の
内

容
を
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映
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を
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う
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質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

QAQAQAQA 教
育
長

QAQAQA 教
育
長

アーチェリー競技のトップアス
リートの育成が進んでいるよう
です。「アーチェリーの町雫石」
となるよう期待しています。

QAQAA Q

通学路を含めた
子どもの安全対策
は急務です。

町  

長 「襟を正して
頑張ります！！」

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

通学路の安全に寄与するグリーンベルト

アーチェリーの町となれるか雫石町

雫石中学校のスクールバス通学の様子
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　町内一円にイノシシ被害が拡大し、今年９月末ま
でに46件の捕獲頭数となっています。対策としては、
電気柵で農地を守ることと、捕獲することの２つの
視点で取り組んでいます。稲が踏み荒らされた上西
根地区と町内最大の電気柵 37ha に設置している外
桝沢地区を視察しました。

生態系にも忍び寄る温暖化
農作物（稲作圃場）の鳥獣被害状況
調査及び視察（上西根）（外桝沢）

調査

1

　令和２年度認可変更を受け県道鶯宿温泉線を県が
施工し、そこに町がマンホールポンプを設置し下水
道に接続する計画です。

下水道整備も着々進む
下水道事業・
鴬宿幹線工事現場視察（桝沢）

調査

4

　南畑川の上流部にレン滝ダムが着工され、昭和
43 年に事業費約７億２千万円で完成しています。現
在防災ダムとして豪雨の際一旦ダムに貯水され、後
日放水されます。現在ダム湖底に立木と砂利が堆積
しており除去する計画です。

　同日は安庭橋付近の歩道状況（安庭・天戸）も調
査しました。

有事に備えて防災ダム群を管理
レン滝ダム視察（大村）

調査

5

　排水処理場の水洗化人口は587人（R３.３月現在）
となっています。また、視察当日は汚泥の引き抜き
作業を行い、バキュームカーで搬送中でした。

延びる集落排水処理の恩恵
農業集落排水御明神地区
処理場視察（黒沢）

調査

2

　河岸の決壊や河川構造物の破壊等の被害を防ぐた
め鴬宿川、外桝沢川、南畑川、矢櫃川の４河川の上
流部にそれぞれダムを築造し、御所地区の洪水によ
る災害防止と、農地の保全を図っていると説明を受
けました。御所地区の４つの防災ダムが片子沢の管
理事務所で管理されていました。

雫石が担う防災ダムの管制塔
御所防災ダム管理事務所
見学（片子沢）

調査

3

［大村昭東委員長］

［杉澤敏明委員長］

　町議会は 8 月 12 日、大規模災害等の緊急事態が
発生した際に、町民の安全確保や被害の拡大防止、
災害復旧に向け、二元代表制の一翼を担う議会の基
本的な機能を果たすため、「雫石町議会業務継続計
画（BCP）」を策定しました。
　9 月 5 日（日）には計画に基づき、町の総合防災
訓練と合わせ、議員と議会事務局職員を対象とした
防災訓練を実施しました。災害時においての体制整
備や行動基準、非常時優先業務を迅速、的確に行え
るよう、議会 BCP 発動確認訓練、安否確認訓練、議
員参集訓練、支援隊本部設置訓練等を実施しました。

今後も訓練を継続して行い、その内容等を検証・点
検しながら実効性を高めていきます。

雫石町議会業務継続計画
（議会BCP）策定

協議

1

［古舘謙護委員長］

　７月 15 日、御所小学校で校長先生からタブレッ
ト端末の活用状況の説明を受けました。その後、教
室で実際にタブレット端末を活用している授業を視
察しました。４年生は、算数の授業、６年生は、社
会の授業でタブレット端末を使用。画面に問題が出
題され、答えを入力するとすぐに正解・不正解を判定。
正解するたびに次から次へと問題が出題され、児童
は楽しそうに問題を解いていました。

タブレット端末を活用
ＧＩＧＡスクール構想の
現状を視察

議会だより 全国版に紹介

不審者侵入対策と避難訓練
小学校の安全対策

調査

1
　９月８日、所管課である学校教育課より小学校の
安全対策を聞き取り調査しました。各学校では、不
審者侵入対策として児童昇降口を日中施錠していま
す。また、各学校において学校敷地内の安全対策を
講じています。避難訓練も、各学校において火災や
地震を想定し、年３回～４回行われていると説明を
受けました。

調査

2

福祉サービスの向上
町社会福祉協議会の
取り組み

　９月８日、所管課である総合福祉課より社会福祉
協議会の現在取り組んでいる事業の概要を聞き取り
調査しました。地域住民が役割を持ち、公的な福祉
サービスと協働して助け合いながら暮らすことを目
指し、各関係機関と連携を図り事業に取り組んでい
ることを確認しました。

調査

3

［堂前義信委員長］

紙面リニューアルして２号目の
第118号を発行
　議会改革の一環として、第 117 号から紙面を刷新
して発行しています。町民と情報を共有し、対話す
る広報を強化していきます。
○令和３年７月６日
　議会だより第118号初校編集会議を開催しました。
○令和３年７月９日
　議会だより第118号再校編集会議を開催しました。
○令和３年７月14日　
　議会だより第118号念校編集会議を開催しました。
○令和３年７月20日
　議会だより118号発行。
○令和３年９月１日
　議会だより第 119 号の編集日程や割り付け及びレ
イアウトについて協議しました。

市町村議会広報クリニック
　第 117 号から紙面をリニューアルして発行してい
ますが、議員研修誌「地方議会人」2021 年９月号の
市町村議会広報クリニックに本紙が紹介され、「紙面
の完成度が高まる」「コンテンツがさらに充実した」と
いう評価をいただきました。意欲的な取り組みによる
成果であると捉えています。今後も新たなビジョンを
掲げ、分かり易い紙面づくりに取り組んでいきます。

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

総務産業常任委員会

議会運営委員会

避難所で設営される屋内テントを確認する議員ら

年々、拡大するイノシシ被害しずくいし議会だよりが紹介された
クリニックの誌面

教育民生常任委員会

児童に好評のタブレット端末を活用した授業の様子

広報広聴常任委員会



20しずくいし議会だより No.119しずくいし議会だより No.11921

　町内一円にイノシシ被害が拡大し、今年９月末ま
でに46件の捕獲頭数となっています。対策としては、
電気柵で農地を守ることと、捕獲することの２つの
視点で取り組んでいます。稲が踏み荒らされた上西
根地区と町内最大の電気柵 37ha に設置している外
桝沢地区を視察しました。

生態系にも忍び寄る温暖化
農作物（稲作圃場）の鳥獣被害状況
調査及び視察（上西根）（外桝沢）

調査

1

　令和２年度認可変更を受け県道鶯宿温泉線を県が
施工し、そこに町がマンホールポンプを設置し下水
道に接続する計画です。

下水道整備も着々進む
下水道事業・
鴬宿幹線工事現場視察（桝沢）

調査

4

　南畑川の上流部にレン滝ダムが着工され、昭和
43 年に事業費約７億２千万円で完成しています。現
在防災ダムとして豪雨の際一旦ダムに貯水され、後
日放水されます。現在ダム湖底に立木と砂利が堆積
しており除去する計画です。

　同日は安庭橋付近の歩道状況（安庭・天戸）も調
査しました。

有事に備えて防災ダム群を管理
レン滝ダム視察（大村）

調査

5

　排水処理場の水洗化人口は587人（R３.３月現在）
となっています。また、視察当日は汚泥の引き抜き
作業を行い、バキュームカーで搬送中でした。

延びる集落排水処理の恩恵
農業集落排水御明神地区
処理場視察（黒沢）

調査

2

　河岸の決壊や河川構造物の破壊等の被害を防ぐた
め鴬宿川、外桝沢川、南畑川、矢櫃川の４河川の上
流部にそれぞれダムを築造し、御所地区の洪水によ
る災害防止と、農地の保全を図っていると説明を受
けました。御所地区の４つの防災ダムが片子沢の管
理事務所で管理されていました。

雫石が担う防災ダムの管制塔
御所防災ダム管理事務所
見学（片子沢）

調査

3

［大村昭東委員長］

［杉澤敏明委員長］

　町議会は 8 月 12 日、大規模災害等の緊急事態が
発生した際に、町民の安全確保や被害の拡大防止、
災害復旧に向け、二元代表制の一翼を担う議会の基
本的な機能を果たすため、「雫石町議会業務継続計
画（BCP）」を策定しました。
　9 月 5 日（日）には計画に基づき、町の総合防災
訓練と合わせ、議員と議会事務局職員を対象とした
防災訓練を実施しました。災害時においての体制整
備や行動基準、非常時優先業務を迅速、的確に行え
るよう、議会 BCP 発動確認訓練、安否確認訓練、議
員参集訓練、支援隊本部設置訓練等を実施しました。

今後も訓練を継続して行い、その内容等を検証・点
検しながら実効性を高めていきます。

雫石町議会業務継続計画
（議会BCP）策定

協議

1

［古舘謙護委員長］

　７月 15 日、御所小学校で校長先生からタブレッ
ト端末の活用状況の説明を受けました。その後、教
室で実際にタブレット端末を活用している授業を視
察しました。４年生は、算数の授業、６年生は、社
会の授業でタブレット端末を使用。画面に問題が出
題され、答えを入力するとすぐに正解・不正解を判定。
正解するたびに次から次へと問題が出題され、児童
は楽しそうに問題を解いていました。

タブレット端末を活用
ＧＩＧＡスクール構想の
現状を視察

議会だより 全国版に紹介

不審者侵入対策と避難訓練
小学校の安全対策

調査

1
　９月８日、所管課である学校教育課より小学校の
安全対策を聞き取り調査しました。各学校では、不
審者侵入対策として児童昇降口を日中施錠していま
す。また、各学校において学校敷地内の安全対策を
講じています。避難訓練も、各学校において火災や
地震を想定し、年３回～４回行われていると説明を
受けました。

調査

2

福祉サービスの向上
町社会福祉協議会の
取り組み

　９月８日、所管課である総合福祉課より社会福祉
協議会の現在取り組んでいる事業の概要を聞き取り
調査しました。地域住民が役割を持ち、公的な福祉
サービスと協働して助け合いながら暮らすことを目
指し、各関係機関と連携を図り事業に取り組んでい
ることを確認しました。

調査

3

［堂前義信委員長］

紙面リニューアルして２号目の
第118号を発行
　議会改革の一環として、第 117 号から紙面を刷新
して発行しています。町民と情報を共有し、対話す
る広報を強化していきます。
○令和３年７月６日
　議会だより第118号初校編集会議を開催しました。
○令和３年７月９日
　議会だより第118号再校編集会議を開催しました。
○令和３年７月14日　
　議会だより第118号念校編集会議を開催しました。
○令和３年７月20日
　議会だより118号発行。
○令和３年９月１日
　議会だより第 119 号の編集日程や割り付け及びレ
イアウトについて協議しました。

市町村議会広報クリニック
　第 117 号から紙面をリニューアルして発行してい
ますが、議員研修誌「地方議会人」2021 年９月号の
市町村議会広報クリニックに本紙が紹介され、「紙面
の完成度が高まる」「コンテンツがさらに充実した」と
いう評価をいただきました。意欲的な取り組みによる
成果であると捉えています。今後も新たなビジョンを
掲げ、分かり易い紙面づくりに取り組んでいきます。

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

総務産業常任委員会

議会運営委員会

避難所で設営される屋内テントを確認する議員ら

年々、拡大するイノシシ被害しずくいし議会だよりが紹介された
クリニックの誌面

教育民生常任委員会

児童に好評のタブレット端末を活用した授業の様子

広報広聴常任委員会
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木
き

村
むら

　正
まさ

美
み

さん（70 歳・下町 2 行政区）

佐
さ

々
さ

木
き

 昌
まさ

広
ひろ

さん（60 歳・駒木野行政区））

髙
たか

橋
はし

　仁
ひと

志
し

さん（76 歳・矢櫃行政区）

鈴
すず

木
き

　勝
まさる

さん（51 歳・晴山行政区）

生森山展望台からのながめ

身体を癒す自然

秘境、東ノ滝

宝物は子どもたち

V O C E

　四季を通しての岩手山、駒ケ岳、男助山、女助山、
南昌山等の 360 度のパノラマ。
　春は田んぼに水が張られ水面に映る景色。秋は稲
穂で金色に染められた町。これは 40年くらい前に、
生森山展望台からの雫石町内の眺めでした。
　今の展望台周辺を改善すると「しずくいしの宝」
になるだろう。「改善されたら宝だ」

　私は腰にコルセットを付けて、約 19年前
に東京からＵターンしました。雫石の宝であ
る旨い空気、水、多くの温泉等で、数年後、
コルセットがいらなくなりました。
　近年、天気痛※で膝が上がりません。診察
する医師が東北地方にいないのが残念です。
※おかえりモネでは、気象病といっています。

　私が思う雫石町の「宝物」は、やはり子ど
もたちですね。子どもたちと接していると素直で
元気の良さが伝わってきます。
　この子どもたちが将来、この町を良くしてくれ
るように私たち大人がしっかり導いていかないと
いけないと思います。そのために大人が協力し
合って頑張りましょう。

　雫石十四景・矢櫃の渓流（矢櫃川）は、西東
根山頂付近から流れ出し、御所湖への流入地点
まで、10 キロメートル以上に及びますが、そ
の流域には、数多くの見所があります。私は、
中でも矢櫃川の支流・東ノ又沢（渓流）にある
「東ノ滝」は、正に「しずくいしの宝物」であ
ると思っています。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴く VOICE シリーズ。

今回は「しずくいしの宝物は？」です。

皆さんの声を聞きました

No.14
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　現在私は「原発事故・地
震・津波」の被災地福島県浪
江町を離れて、同県白河市に

中古住宅を購入し夫と二人暮らしです。夫は近隣の
休耕地を借り農作業に励んでおります。
　私はコロナの故もあり昨年 11月から体調を崩し
ひきこもり状態です（コロナ感染はなかった）。で
もコロナ禍前には趣味の書道で「毎日書道展」に入
選し、雫石町総合芸術祭にも展示させて頂きました。
現在もボチボチ続けております。
　福島県白河市は関東（栃木県）と東北の境に位置
し、白河の関があり、今度新一万円札の肖像、渋沢
栄一とゆかりある南湖公園や小峰城があります。こ
のコロナ禍が収束したら是非白河方面にいらしてく
ださい。因みに夫は小峰城でボランティア活動をし
ています。今は観光客もないので余り活動しており
ませんが・・・。

　私は雫石町和野に生を受け 18年間すごしたふる
さとです。浪江町に 50年近くいて、今、更に故郷
から遠くなり、先祖の墓参もできず不義理を致して
おりますが、遠くにあっても雫石は私の原点です。

　故郷雫石を離れて 60 年、
長男ながら雫石へ戻り親の面
倒を見られなかったことが今

でも申し訳なく脳裏に残る。この先、墓の面倒を見
る者がいないので、菩提寺にお願いして永代供養墓
に移して頂いた。齢80半ばとなり行動範囲も狭まっ
てきた。加えて先般、転倒して腰椎に障害を負いさ
らに行動制限のかかる身となった。故郷雫石のため
に何かお役に立つことをしたいと思っても気持ちば
かりが空回りする。
　昨今、大型機械が活躍できるよう田畑整備が進ん
だが、私達の脳裏には、やんちゃな頃のはだしで歩
いた細いあぜ道や営林署の貯木場のきくらげ取り、
雫石駅での蒸気機関車の転車台回し、貨客混合編成
の橋場線などが今でもよみがえる。
　出来れば、○○遺産として残しておいてほしい物

が沢山あった。
　毎月頂く「広報しずくいし」を拝見して、雫石の
若者たちが、私達の時代には想像もつかない、生き
生きと活動していることを嬉しく思っている。
　人口減少の続く昨今、身の丈に合わせた安定した
持続体制で理想郷「虹の似合うまち雫石町」が、良
きふるさとであり続けることを祈念しております。

在京雫石町友会会員　　鎌
かま

田
だ

　絹
きぬ

子
こ
さん（旧姓高橋）

在京雫石町友会幹事　　上
うわ

野
の

　善
よし

男
お
さん

御明神小学校・中学校－盛岡商業高校－大阪信用金庫－昭和 43年福島県浪江町でスーパーカマダ開業（平成 23年東日本大
震災で被災廃業）。福島県白河市在住。子ども２人孫３人。趣味書道。

昭和 12年舞鶴（父の任地）生まれ　横須賀・豊島小―盛岡仁王小―雫石小・中―盛岡一高　昭和 30年日本勧業銀行（現み
ずほ銀行）入行、第一勧業信用組合理事、（有）東京恒友代表取締役を経て定年退職、銀行業務殆どをシステム担当。
神奈川県藤沢市在住。趣味は写真とドライブ。

雫石は原点！

ふるさとへの想い

夫と入選作品の前で

江の島から見る藤沢市内
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写真左から
天
あ

喜
き

さん（5歳）・太
たい

喜
き

さん（7 歳）・
葉
は

流
る

乃
の

さん（5ヶ月）・小
こ

雪
ゆき

さん（9 歳）・
楓
ふ

夕
ゆ

さん（11歳）

なかよしシリーズ⑭

娘と夫と自宅にて
左が本人。右が夫の直

なお

人
と

さん（28 歳）
中央：希

こ

春
はる

さん（９か月）

井
い

口
ぐち

幸
こう

太
た

さん、　安
あ

由
ゆ

美
み

さん（東町行政区）のお
子さんのなかよし 5 きょうだいです。
将来の夢は何ですか？
　長女　楓

ふ
夕
ゆ

さん：和菓子屋さん
　二女　小

こ
雪
ゆき

さん：お洋服屋さん
　長男　太

たい
喜
き

さん：漁師
　二男　天

あ
喜
き

さん：ゼンカイジャーのカイト
　　　　　　　　　（戦隊ヒーロー）
　三女　葉

は
流
る

乃
の

さん：明るく、可愛い子（親の希望）

舛
ます

澤
ざわ

　美
み

仁
さと

さん（26歳）｜桝沢行政区｜※盛岡市出身

共通の知人が経営していたカフェで出会いま
した。

お二人の馴れ初めは？

A
Q

自然の距離が近く何気ない日常に癒されます。
晴れた日の星空が綺麗で気に入っています！

雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A
Q

将来にわたって活力のある町であってほしい
と共に、雫石の魅力をもっと県内外に伝えて
ほしいです。

町に望むことは？

A
Q

ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（7月～9月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

7 月 0 件 0 円 0 件 0 円

8 月 0 件 0 円 0 件 0 円

9 月 0 件 0 円 0 件 0 円

合計 0 件 0 円 0 件 0 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　雫石町議会は 9 月 30 日の臨時会で前議長の辞職に伴う
議長選挙の結果、新議長に加藤眞純氏を選出しました。会
食参加をめぐり町民の皆さまの信頼を失ったことに深く反
省しております。この深刻な危機を厳粛に受け止めて皆さま
の信頼を得るために「議会だより」の編集や広聴広報活動
等をはじめ、地域の発展のため一層努力いたします。これま
で以上に皆さまの声をお聞かせください。

（広報広聴常任委員長　古舘謙護）

発行責任者（議長）／加藤眞純
　　　編集委員長／古舘謙護
　　　　副委員長／坂井尚樹

編集委員／横手寿明・幅　秀哉
　　　　　岡本忠美・徳田幸男
　　　　　金子一男
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